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インテリア科

・履修科目表

・卒業・進級要件

・履修判定試験および評価方法

・シラバス（授業概要）

ディプロマポリシー



作成日 2016/2/18

履修科目履修時間表　　　インテリア科　　（実務経験のある教員が担当する科目） 変更日

2024年度入学生用

東京テクニカルカレッジ

大 中 1期 2期 3期 4期 5期 1期 2期 3期 4期 5期

01 ◎ 専門導入1 2 30 ○
02 ◎ 専門導入2 1 15 ○
03
01 ◎ 建築概論1 1 15 ○
02 ◎ 建築概論2 2 30 ○
03 ◎ 人間工学 1 15 ○
04 ◎ 環境工学 1 15 ○
05 ◎ 建築史1 1 15 ○
06 ◎ 建築史2 1 15 ○
07 ◎ 建築史3 1 15 ○
08 ◎ 建築設備1 1 15 ○
09 ◎ 建築設備2 1 15 ○
10 ◎ 建築構造1 1 15 ○
11 ◎ 建築構造2 1 15 ○
12 ◎ 建築施工1 1 15 ○
13 ◎ 建築実務1 1 15 ○
14 ◎ 建築実務2 1 15 ○
15 ◎ 建築計画1 1 15 ○
16 ◎ 建築計画2 1 15 ○
17 ◎ 建築計画3 1 15 ○
18 ◎ 建築計画4 1 15 ○
19 ◎ 建築計画5 1 15 ○
20
01 ◎ 建築計画6 1 15 ○
02 ◎ 建築計画7 1 15 ○
03 ◎ 建築計画8 1 15 ○
04 ◎ 建築計画9 1 15 ○
05 ◎ 建築計画10 1 15 ○
06 ◎ 建築材料1 1 15 ○
07 ◎ 建築材料2 1 15 ○
08 ◎ 建築材料3 1 15 ○
09 ◎ 建築材料4 1 15 ○
10 ◎ 建築材料5 1 15 ○
11 ◎ 建築法規1 1 15 ○
12 ◎ 建築法規2 1 15 ○
13 ◎ 構造力学1 1 15 ○
14 ◎ 構造力学2 1 15 ○
15 ◎ 資格対策講座1 1 15 ○
16 ◎ 資格対策講座2 1 15 ○
17 ◎ 資格対策講座3 1 15 ○
18 ◎ 資格対策講座4 1 15 ○
19 ◎ 資格対策講座5 1 15 ○
20 ◎ 資格対策講座6 1 15 ○
21 ◎ 資格対策講座7 1 15 ○
22 ◎ 資格対策講座8 2 30 ○
23 ◎ 資格対策講座9 1 15 ○
24 ◎ 資格対策講座10 1 15 ○
25 ◎ 資格対策講座11 1 15 ○
26 ◎ 資格対策講座12 1 15 ○
27
01 ◎ 建築設計製図1 1 30 ○
02 ◎ 建築設計製図2 1 30 ○
03 ◎ 建築設計製図3 1 30 ○
04 ◎ 建築設計製図4 1 30 ○
05 ◎ 建築設計製図5 1 30 ○
06 ◎ 建築設計製図6 1 30 ○
07 ◎ 建築設計製図7 1 30 ○
08 ◎ 建築設計製図8 1 30 ○
09 ◎ 建築立体実習1 1 30 ○
10 ◎ 建築立体実習2 1.5 45 ○
11 ◎ 建築立体実習3 1 30 ○
12 ◎ 建築表現技法1 1 30 ○
13 ◎ 建築表現技法2 1.5 45 ○
14 ◎ 建築造形実習1 1 30 ○
15 ◎ 建築造形実習2 2 60 ○
16
01 ◎ 建築設計製図9 1 30 ○
02 ◎ 建築設計製図10 1 30 ○
03 ◎ 建築設計製図11 1 30 ○
04 ◎ 建築設計製図12 1 30 ○
05 ◎ 建築設計製図13 1 30 ○
06 ◎ 建築設計製図14 1 30 ○
07 ◎ 建築設計製図15 1 30 ○
08 ○ 建築表現技法3 1.5 45 ○
09 ○ 建築造形実習3 ↑ ↑
10 ○ 建築表現技法4 1.5 45 ○
11 ○ 建築造形実習4 ↑ ↑
12 ◎ 測量実習 1 30 ○
13 ◎ 建築設計製図16 1 30 ○
14
01 ◎ リアルジョブプロジェクト1 1 30 ○
02 ◎ リアルジョブプロジェクト2 1 30 ○
03 ◎ リアルジョブプロジェクト3 1 30 ○
04 ◎ リアルジョブプロジェクト4 1 30 ○
05 ◎ リアルジョブプロジェクト5 1 30 ○
06 ◎ リアルジョブプロジェクト6 1 30 ○
07 ◎ リアルジョブプロジェクト7 1 30 ○
08 ◎ リアルジョブプロジェクト8 1 30 ○
09
01 ◎ 長野実習1 1 30 ○
02 ◎ 長野実習2 1 30 ○

01 △ 海外短期留学研修1 3 90
02 △ 海外短期留学研修2 3 90
03 △ 建築・インテリア海外研修1 3 90
04 △ 建築・インテリア海外研修2 3 90
05 △ 国内建築研修1 1 30
06 △ 国内建築研修2 1 30
07 △ 国内環境研修1 2 60
08 △ 国内環境研修2 2 60
09
01 ○ フレッシュマン研修 12
02 ○ 学園祭準備・片付け 24 24
03 ○ 学園祭 16 16
04 ○ 就職ガイダンス1 8
05 ○ 就職ガイダンス2 8
06 ○ 就職ガイダンス3 8
07 ○ 就職ガイダンス4 8
08 ○ 就職ガイダンス5 8
09

- 135 195 225 225 255 135 210 165 210 165
-
89
- 90 180 90 180
- 135 285 225 225 435 135 300 165 210 345
-

107
- 135 195 225 225 255 135 210 165 210 165
-

◎・・・必修科目(当該学科の全学生が卒業までに必ず履修しなければならない科目)
○・・・選択必修科目(一群の選択科目の中から指定された科目数を選択して履修しなければならない科目)
△・・・選択科目(学生が任意に選択して受講することができる科目)

※「1履修時間」は実時間で45分とする。また、
「1授業時間(1コマ)」は2履修時間(実時間で90
分)とする。
※履修時間を単位数で換算する場合は、講義
科目にあっては15履修時間、実習科目にあっ
ては30履修時間をそれぞれ1単位として換算
する。
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期時間数（総単位数）

行

事

885

総時間数（単位数：学外単位自習型を除く） 2460

実務
経験
※１

実務経験を有する教員が担当する期時間数
実務経験を有する教員が担当する総時間数/総必要履修時間数(割合) 1920(100 %) ※実務経験を有する教員が担当している割合

学年総時間数（総単位数） 1305 1155

総必要履修時間数（総単位数） 1920

選択科目履修時間数・単位数
期総時間数（総単位数）

学年必要履修時間数(総単位数) 1035

再計算



・成績評価及び卒業要件

＜履修評価（合否判定）の方法＞

①科目の合否

本校では、科目の合否は原則的に履修判定試験のみでおこない、６０％の理解度をもって合格とする。

履修判定試験は「筆記試験」・「実習試験」でおこなわれるが、作品制作やレポートなど普段の授業の中でお

こなわれる提出物の評価を履修判定試験内で評価することがある。

その場合の評価の方法については、講義概要（コマシラバス）の中に明記される。

②未受験者・試験不合格者の処置

Ａ：以下のものには追試をおこなう。

１.公認欠席（忌引き等）に該当する者が試験を受験しなかった場合。

２.病気等で通院・入院・自宅安静をしており試験当日登校できない事由が証明できる者。

追試の時期は各科の科長が別途日程を定めて実施する。

Ｂ：試験に不合格になった学生及び正当な理由無しに未受験となった学生に対して、原則再試はおこなわな

い。

ただし、不合格となった科目の単位数に応じた枚数のチケットを取得した上で、担当教員の補習授業が終了し

た者については、再試をおこなう。

チケットの取得方法に関しては、別途細則で定める。

③履修判定試験の運営

履修判定試験を受験しようとする者は試験会場に５分以上前に入室し、机上に学生証など身分を示す物を提示

する。

試験会場では、試験監督官の指示に従って行動する。

試験開始後20分以上経過した場合には、その試験の受験資格を失う。

試験中に監督官から不正行為を指摘された場合には直ちに教室から退室する。この場合は当該科目を不合格と

する。

＜成績評価およびその客観的な指標について＞

履修判定試験の結果が１００点～８０点のものをＡ（合格）、７９点～７０点のものをＢ（合格）、６９点～

６０点のものをＣ（合格）、５９点以下のものをＤ（不合格）として成績評価とする。

このＡ～Ｄの評価を、Ａ＝３点、Ｂ＝２点、Ｃ＝１点、Ｄ＝０点として各科目の成績を点数化のうえ合計し、

総科目数で割り指標数値を算出して各科の成績分布の指標とする。



＜進級について＞

①進級

進級学年の学生は「履修時間表」に記載された当該年度の履修科目を全て履修した場合に進級できる。

②準進級

進級学年の学生は「履修時間表」に記載された当該年度までの履修科目の内、不合格・未受験等で履修できな

かった科目の時間数（単位数）の合計が、「履修時間表」に記載された卒業までに履修しなければならない総

時間数（総単位数）の２割を超えない場合は、次の学年に進級できるが、これを準進級とし進級者と区別す

る。

③留年

進級学年の学生は「履修時間表」に記載された当該年度までの履修科目の内、不合格・未受験等で履修できな

かった科目の時間数（単位数）の合計が、「履修時間表」に記載された卒業までに履修しなければならない総

時間数（総単位数）の２割を超えた場合は留年となり、その年に取得した全ての単位が無効となり次年度同一

学年で学習しなければならない。

④進級・準進級・留年の決定

進級・準進級・留年の最終判断は、進級公示前までに校長がおこない学籍に記録する。

＜卒業について＞

①卒業

「履修時間表」に記載された卒業に必要な履修科目を全て履修した場合に卒業できる。

②科目留年

卒業学年の学生は「履修時間表」に記載された卒業に必要な履修科目の内、不合格・未受験等で履修できな

かった科目の時間数（単位数）の合計が、卒業までに履修しなければならない総時間数（総単位数）の２割を

超えない場合は、科目留年となる。

科目留年となった場合は、それまでに取得した全ての科目の単位数はそのままとなり、不合格となった科目の

み次年度再履修することで卒業することができる。

科目留年における在籍料・科目履修費用などを含めた事務的な手続きは別途細目で定める。

③留年

卒業学年の学生は「履修時間表」に記載された卒業に必要な履修科目の内、不合格・未受験等で履修できな

かった科目の時間数（単位数）の合計が、卒業までに履修しなければならない総時間数（総単位数）の２割を

超えた場合は留年となり、その年に取得した全ての単位が無効となり次年度同一学年で学習しなければならな

い。

準進級者が留年した場合でも、準進級の原因となった当該年度以前に未履修となった科目について、当該科目

の再履修免除はない。

④卒業・科目留年・留年の決定

卒業・科目留年・留年の最終判断は、卒業公示前までに校長がおこない学籍に記録する。



インテリア科1年1期シラバス

No 3051101 科目コード 1010101

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 1

教科名 専門導入

科目名 専門導入1 01）

単位 2 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 講義 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 情報リテラシー・サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ①②

備考

No 3051102 科目コード 1010201

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 1

教科名 専門導入

科目名 専門導入2 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 講義 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 30時間でマスターOffice2016 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ①②

備考

No 3051103 科目コード 1020101

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 1

教科名 建築概論

科目名 建築概論1 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 講義 07）

作成者 鈴木俊恵 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ④⑤⑥⑦

備考

No 3051104 科目コード 1020201

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 1

教科名 建築概論

科目名 建築概論2 01）

単位 2 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 32.⑩その他 06）

授業形態 講義 07）

作成者 大室浩明 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑧⑨

備考

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

住宅メーカーの設計部でのデザイン・設計業務・インテリア全般の知識を活かし科目を担当。

介護保険制度を背景の生まれた福祉住環境コーディネーターの資格制度と社会的役割がわかる。

少子高齢社会や介護保険制度を背景としたこれからの住宅リフォームの動向がわかる。

前川邸の見学・調査を通して前川邸の歴史的背景、建築概要、前川國男の作品とその特徴がわかる。

前川邸の調査結果をパワーポイントを使用してプレゼンテーション（８枚程度）として作成できる。

上記のﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄで作成したﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを発表（８分程度）でき質疑応答に答えることができる。

評価方法

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

インテリアコーディネーターの実務的役割と少子高齢社会における女性が働く意味がわかる。

これからの生活のキーワード「ロハス」「エコロジー」「スローライフ」の歴史的背景や意味がわかる。

住宅の中心がﾘﾋﾞﾝｸﾞからDK空間に移行している社会的背景を理解し、これからのDK像をｲﾒｰｼﾞできる。

これからの住宅のエネルギー計画（ｽﾏｰﾄﾊｳｽ・ﾊﾟｯｼﾌﾞｿｰﾗｰﾊｳｽ・ｴｱｻｲｸﾙｼｽﾃﾑ等）の概要がわかる。

これからの環境共生型住宅（屋上液面緑化・ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ・ｺﾝﾎﾟｽﾄ・雨水利用等）の概要がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

インテリアコーディネーターの業務でのインテリア全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：ｲﾝﾃﾘｱを学習するものとして、住宅・ｲﾝﾃﾘｱ分野を中心にこれからの住宅像やﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、またそれらに基づく住宅の設計
方法の知識を身に付けることは必要不可欠です。

学習内容：ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの実務的役割、これからの住宅の様式を学習します。また、建築家前川國男の自邸を見学・調査
し、ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄでﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝをおこないます。

どこにどんな仕事があるか、それに必要な資格についてわかる。

これからインテリアのプロを目指す者として、業界では常識といえるキーワードがわかる。

環境、高齢化社会、トレンドなど、専門知識を学ぶ必要性がわかる。

情報の収集方法など、これから自ら「学ぶ」方法がわかる。

今知らないことは恥ずべきことではなく、これからｲﾝﾃﾘｱに関する引き出しを多く持つ事が重要だとわかる。

学習内容：学生参加型授業で、各自がｲﾝﾃﾘｱに対する興味や意欲を発表、ｲﾝﾃﾘｱに関連する代表的なｷｰﾜｰﾄﾞをｸﾞﾙｰﾌﾟで調べて発
表をしてもらい、これからのｲﾝﾃﾘｱの学習への興味・やる気を高めていくことを目指します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

各自が選んだインテリアの写真から、具体的なインテリア構成要素がわかる。

重要なキーワードについて自ら調べ、インテリアに関する情報の大切さがわかる。

建築関連の業界の全体像、主な仕事内容、代表的な会社などがわかる。

インテリアエレメント業界と小売業の全体像、主な仕事内容、代表的な会社などがわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験（筆記・提出課題）において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、デジタルスキル・インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：ｲﾝﾃﾘｱを学習するものとして、ｲﾝﾃﾘｱ業界の概要と今のｲﾝﾃﾘｱに関連する代表的なｷｰﾜｰﾄﾞを知ることは、今後のｲﾝﾃﾘｱの
学習をするうえで必要不可欠です。

MS PowerPointを使用して、起動・終了の仕方を理解し、文字入力ができる。

MS PowerPointを使用して、文字だけでなく画像を挿入して、アニメーションの操作ができる。

MS PowerPointを使用して、グラフ、図形、動画の挿入ができる。

MS PowerPointを使用して、プレゼンテーション用の資料が作成できる。

必要性：現在の実務では、ﾊﾟｿｺﾝを使っての業務が増えてきており、Microsoftのアプリ（Excel、PowerPoint）は実務で良く使
用されるため、基本的な操作を身に付けます。

学習内容：Excelによる、ﾃﾞｰﾀの管理方法を学習し、ﾘｽﾄ作成や、ﾃﾞｰﾀ集計、ｸﾞﾗﾌの作成ができ、PowerPointを使用して、写
真、文章、図などをまとめてﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝのｽﾗｲﾄﾞが作成できるように学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

MS Excelを使用して、起動・終了の仕方を理解し、文字や数値入力ができる。

MS Excelを使用して、セルの情報を読み取れるようになり、表計算ができる。

MS Excelを使用して、入力した数値からグラフを作成したり、条件付きの表計算ができる。

MS Wordを使用して、図形や罫線、表をレイアウトすることができる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験（筆記・提出課題）において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、デジタルスキル・インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

ﾈｯﾄﾜｰｸ利用基準を理解し、校内ﾈｯﾄﾜｰｸ、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを使用して様々な情報を知ることができる。

様々な著作物が著作権によって守られていることがわかる。

Notesの設定方法、使用方法を正しく理解し、学内ﾈｯﾄﾜｰｸを利用して授業の情報をつかむことができる。

Notes、Google Workspaceを使用してメールの送信・受信ができる。

自分のﾊﾟｿｺﾝを守るために、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ、ｾｷｭﾘﾃｨｿﾌﾄ、ﾊﾟｿｺﾝを最新の状態に保つ重要性がわかる。

MS Wordを使用して、日本語入力や、文章の作成・編集ができる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：現在の実務では、ﾊﾟｿｺﾝを使っての業務が増えてきており、社会に出てから業務に支障をきたさぬようﾊﾟｿｺﾝの基本的
な設定や操作を身に付けます。

学習内容：ｷｰﾎﾞｰﾄﾞから文字入力や、ﾉｰﾂﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの参照、ﾒｰﾙの書き方、ﾈﾁｹｯﾄに従ったﾊﾟｿｺﾝの使用方法と、Wordを利用して日
本語の入力方法、文章の編集などを学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

ﾊﾟｿｺﾝを長く使用するための基本的な扱い方を理解し、ﾊﾟｿｺﾝの電源のON、OFFができる。

ｱﾌﾟﾘを使用して作成したファイルの管理方法を身に付けることができる。



インテリア科1年1期シラバス

No 3051105 科目コード 1032301

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 1

教科名 資格対策講座

科目名 資格対策講座9 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 講義 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 色彩能力検定対策テキスト３級編 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ④⑤⑥⑦

備考

No 3051106 科目コード 2020501

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 1

教科名 建築設計製図

科目名 建築設計製図5 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 実習 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 基礎から学ぶ建築CAD・サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ①

備考

様々なコマンドを使用して、図面を見ながら同じものを作成できる。

図面枠の重要性を理解し、2年間使用する自分専用の図面枠を作成できる。

自分のパソコンから印刷が出来るように設定をし、決められた縮尺、用紙サイズで印刷できる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験（筆記・実技・提出課題）において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、デジタルスキル・インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

CAD内での座標の概念を身に付け、絶対座標と相対座標の違いを理解し操作することができる。

複雑な図形の作成方法と、オブジェクトの長さ・形状などを編集できる。

CADで使用する、画層概念と利用方法、オブジェクトの属性の確認の仕方がわかる。

オブジェクトの場面に適した複写と移動ができる。

文字・寸法のスタイルを作成し、文字・寸法の記入ができる。

マンションの立面図をとおして、建築の用語、法規がわかる。

パーソナルカラー研究所等の色彩に関する業務を行う団体に所属し、色彩全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰが自分の考えを表現する際に、図面の読み描きの知識は必要になります。建築・ｲﾝﾃﾘｱ業界において今現在
最も広く用いられているPCを使用してのCADでの製図手法を身に付けます。

学習内容：AutoCADの基本的な操作である線分の作成方法、線分の編集方法、文字の作成方法、寸法の作成方法、印刷方法、図
面を作成する際の縮尺の概念を学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

CAD操作の基本的な流れを理解し、オブジェクト（線分など）を作成することができる。

PCCSを使用した色彩調和（配色のルール）がわかる。

配色の基本的な考え方、色相を手がかりにした配色、トーンを手がかりにした配色がわかる。

色相とトーンを組みあわせた配色、アクセントカラー、セパレーション、グラデーションがわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

色のはたらきと色の表示方法がわかる。

有彩色と無彩色の分類がわかる。色の三属性（色相、明度、彩度）がわかる。

等色相面、純色、清色、中間色、色立体、表色系とは何かがわかる。

PCCSがわかる。PCCSの基本的な考え方と表示方法がわかり、PCCSの色を三属性で捉えることができる。

マンセル表色系がわかる。マンセル表色系の基本的な考え方と表示方法がわかる。

オストワルト表色系がわかる。オストワルト表色系の基本的な考え方と表示方法がわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：色が見える仕組みや色の分類、伝達法、混色、見え方、心理効果、配色方法等の知識を学習することにより、ｲﾝﾃﾘｱの
提案・ﾌｧｯｼｮﾝや商品ﾊﾟｯｹｰｼﾞなど様々なﾃﾞｻﾞｲﾝ領域のｶﾗｰｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄに応用・活用することができます。

学習内容：色を実際のﾃﾞｻﾞｲﾝに活かしていくには、理論を学ぶことが必要です。ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ資格試験の試験範囲ともなる
ので、ｲﾝﾃﾘｱの勉強を始める初学者として色の知識を身に付けていきます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目



インテリア科1年2期シラバス

No 3052101 科目コード 1020301

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 2

教科名 人間工学

科目名 人間工学 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 20.②建築計画 06）

授業形態 講義 07）

作成者 丸山千春 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ①②③

備考

No 3052102 科目コード 1020501

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 2

教科名 建築史

科目名 建築史1 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 20.②建築計画 06）

授業形態 講義 07）

作成者 大室浩明 08）

教科書 コンパクト版建築史 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP -

備考

No 3052103 科目コード 1021601

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 2

教科名 建築計画

科目名 建築計画2 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 20.②建築計画 06）

授業形態 講義 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ④⑦

備考

No 3052104 科目コード 1021701

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 2

教科名 建築計画

科目名 建築計画3 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 20.②建築計画 06）

授業形態 講義 07）

作成者 丸山千春 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ④⑦

備考

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所での建築物の企画・設計業務・インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

脳を休めるﾉﾝﾚﾑ睡眠、身体を休めるﾚﾑ睡眠、急速眼球運動、睡眠のｻｲｸﾙ等、睡眠のﾒｶﾆｽﾞﾑがわかる。

寝室に於ける遮光、換気、通気、温度、湿度、寝床内気候、遮音、吸音、照明、色彩計画がわかる。

主寝室、子供室、老人室、主寝室の生活機能と空間構成、ｺｱ・ﾍﾞｰｽｴﾚﾒﾝﾄ等、個室の種類と生活行為がわかる。

子供室、老人室の生活機能と空間構成、ｺｱ・ﾍﾞｰｽｴﾚﾒﾝﾄ等、子供の個室・老人の個室がわかる。

ﾎﾃﾙ客室の種類、ｺﾈｸﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ、ｽｲｰﾄﾙｰﾑ等、ﾎﾃﾙの客室の種類と構成がわかる。

評価方法

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

個室の定義、個室の歴史的な流れ、日本に於ける個室の誕生、生活様式等、個室のなりたちがわかる。

日本の寝具の歴史、構成、ｽﾘｰﾋﾟﾝｸﾞﾘﾈﾝ（敷き布団、掛け布団）等をとおして寝室・寝具のなりたちがわかる。

ﾍﾞｯﾄﾞの基本構造、ﾎﾞﾄﾑの弾性と非弾性、ﾍｯﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞとﾌｯﾄﾎﾞｰﾄﾞ、ｻｲｽﾞ、種類等、ﾍﾞｯﾄﾞの構造と種類がわかる。

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾏｯﾄﾚｽの構造、ﾏｯﾄﾚｽの種類、体圧分散性、保温性、放湿性等、ﾏｯﾄﾚｽの構造と種類がわかる。

ﾍﾞｯﾄﾞｼｰﾂ、ﾍﾞｯﾄﾞﾊﾟｯﾄ、ﾍﾞｯﾄﾞｶﾊﾞｰ（ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞ）、ｺﾝﾌｫｰﾀｰ等、ﾍﾞｯﾄﾞﾘﾈﾝの種類がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：個室空間とは、他人から妨げられないﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰの保てる空間を意味しており、基本的に快適な睡眠と快適な個人的行
為をする場として適切であることが求められます。ｲﾝﾃﾘｱ計画に応用できるように学習します。

学習内容：個室に求められる理想的な環境条件を整理するとともに、睡眠や個人的行為を充足させるためのｲﾝﾃﾘｱｴﾚﾒﾝﾄの基本
的あり方を学んでいきます。又、工場見学等で、実物をとおし個室空間の理想的なあり方を学習します。

洗面・脱衣室に使用する洗濯機用防水ﾊﾟﾝ、暖房機器、換気機器、その他のｱｸｾｻﾘｰがわかる。

浴室に使用する浴槽の種類と大きさ、浴槽の設置方式、浴槽の材質と性能、浴室ﾕﾆｯﾄの長所・短所がわかる。

浴室に使用する水栓金具、その他の設備機器、その他のｱｸｾｻﾘｰがわかる。

ｻﾆﾀﾘｰ空間全般で使用される水栓金具の種類、基本構成、ﾄﾗｯﾌﾟなどの設備がわかる。

机上で学習した内容を、ﾒｰｶｰｼｮｰﾙｰﾑに於いて実物をとおしてｲﾝﾃﾘｱｴﾚﾒﾝﾄを確認できる。

ﾎﾃﾙの客室を訪問し、実例をとおしてｲﾝﾃﾘｱｴﾚﾒﾝﾄのｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄの仕方がわかる。

学習内容：ｻﾆﾀﾘｰ空間（ﾄｲﾚ・洗面室・浴室等）のｲﾝﾃﾘｱｴﾚﾒﾝﾄを丁寧に学習する他に、ｼｮｰﾙｰﾑやﾎﾃﾙの客室の実例の見学をとおし
て確認していきます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

ｻﾆﾀﾘｰ空間の計画要点と基本構成がわかる。

ﾄｲﾚの空間に使用する床・壁の仕上げ、洋式大便器の種類、便座の種類、小便器の種類がわかる。

ﾄｲﾚの空間に使用する換気機器の種類、手洗い器の種類、その他のｱｸｾｻﾘｰがわかる。

洗面・脱衣室に使用する床・壁の仕上げ、洗面器の種類、落とし込み洗面器、洗面化粧台がわかる。

機能主義建築の問題点とその解決策としてのﾎﾟｽﾄﾓﾀﾞﾆｽﾞﾑの現状や代表的建築家がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

住宅メーカーの設計部でのデザイン・設計業務・インテリア全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：ｻﾆﾀﾘｰ空間とは、ﾄｲﾚ・洗面室・浴室などの水廻り空間の総称です。生活に欠くことのできない空間に、近年ではさら
に付加価値が求められていることも、ｲﾝﾃﾘｱ計画の中に反映できるように学習していきます。

同時代のﾖｰﾛｯﾊﾟとは対照的な米国の建築動向（ｼｶｺﾞ派）の特徴、建築、建築家がわかる。

装飾の排除と復活という矛盾の解決策として誕生した[工芸=工業と芸術の統合=ﾃﾞｻﾞｲﾝ]の背景と意味がわかる。

ﾃﾞｻﾞｲﾝという思想を確立し世界にこれを普及したﾊﾞｳﾊｳｽの誕生と背景、影響を与えた建築や建築家がわかる。

コルビジェの「近代建築５原則」や彼の代表作（ｻｳﾞｫｱ邸、ｳﾆﾃﾀﾞﾋﾞﾀﾞｼｵﾝ、ﾛﾝｼｬﾝ教会堂）の特徴がわかる。

FLライトの「有機的建築」の考え方と彼の代表作（ﾕｰｿﾆｱﾝﾊｳｽ、落水荘、ｸﾞｯｹﾞﾝﾊｲﾑ美術館）の特徴がわかる。

ﾐースの「Less is more」の考え方と彼の代表作（ﾌｧﾝｽﾞﾜｰｽ邸、ﾊﾞﾙｾﾛﾅﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝ他）の特徴がわかる。

必要性：日本や世界のｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝやｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄの造形的背景を把握し、設計実習やｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄに応用出来るように学習
します。また、ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ資格試験西洋インテリア史に対応出来るように学習します。

学習内容：上記に対応しながらも、住宅を中心とした西洋建築史全般を学びます。特にここでは、産業革命以降を「近代」と
定義し、近代、現在、ポストモダンに連なる住宅と家具の歴史を学びます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

産業革命が建築の歴史に与えた影響（建築素材の変化・装飾の排除）とその理由がわかる。

産業革命に反対し装飾の復活を試みたｱｰﾂ＆ｸﾗﾌﾄ運動の背景と経過、そして失敗の理由がわかる。

ｱｰﾂ＆ｸﾗﾌﾄ運動を継承したﾖｰﾛｯﾊﾟの建築様式（ｱｰﾙﾇｰｳﾞｫｰ、ｾﾞﾂｪｯｼｮﾝ等）の特徴、建築、建築家がわかる。

椅子・机の設計、ベッドの設計、作業台等の設計、座位、臥位、立位への応用を理解し説明できる。

錯視、地と図、統一、調和、均衡、比例、律動等、造形美の原理がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所での建築物の企画・設計業務・インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

ﾓﾃﾞｭｰﾙの意味、ﾓﾃﾞｭｰﾙの種類と特徴、ﾓﾃﾞｭﾗｰｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝ等のﾓﾃﾞｭｰﾙの意義がわかる。

日本の伝統的ﾓﾃﾞｭｰﾙ、ﾓﾃﾞｭﾛｰﾙ、尺・ﾒｰﾄﾙ、材料、工業製品のﾓﾃﾞｭｰﾙ等、様々なﾓﾃﾞｭｰﾙがわかる。

人間工学の定義、人間工学の効用を理解し、人間工学のｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝへの応用ができる。

静・動的人体寸法、人体寸法概算値、水平・垂直・立体作業域等の人体寸法への応用がわかる。

最小空間、必要空間、単位空間、生活行為と空間領域等の動作空間と単位空間がわかる。

ﾎﾟﾋﾟｭﾚｰｼｮﾝｽﾃﾚｵﾀｲﾌﾟ、距離と人間の集合、占める位置、物理・心理尺度を説明できる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：ｲﾝﾃﾘｱｴﾚﾒﾝﾄ・生活空間の形等を考えるときの中心となるのは人間です。人体寸法や動作・行動の特性を知り、人間と
物質系の間で安全で使いやすい関係を追求し、ｲﾝﾃﾘｱ計画に応用できるように学習します。

学習内容：ｲﾝﾃﾘｱをかたちづくる寸法を分析し、寸法決定のﾌﾟﾛｾｽを理解します。「人間工学」の基本的な考えを理解しｲﾝﾃﾘｱへ
の応用を学び、ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ・ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄにおける美しく合理的な計画手法の礎を学びます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

長さの単位とﾒｰﾄﾙ法・尺貫法、面積の単位とﾒｰﾄﾙ法・尺貫法等の寸法の単位がわかる。

人体寸法、動作寸法、集団の寸法、物品の寸法、平面、断面の設計寸法等の寸法計画がわかる。



インテリア科1年2期シラバス

No 3052105 科目コード 1032401

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 2

教科名 資格対策講座

科目名 資格対策講座10 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 講義 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 色彩能力検定対策テキスト３級編 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ④⑤⑥⑦

備考

No 3052106 科目コード 2020101

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 2

教科名 建築設計製図

科目名 建築設計製図1 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 32.⑩その他 06）

授業形態 実習 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ①⑦

備考

No 3052107 科目コード 2020601

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 2

教科名 建築設計製図

科目名 建築設計製図6 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 31.①建築設計製図 06）

授業形態 実習 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ①

備考

No 3052108 科目コード 2020901

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 2

教科名 建築立体実習

科目名 建築立体実習1 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 実習 07）

作成者 村田涼 08）

教科書 Shade Certified Textbook 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ①

備考

2DCADｿﾌﾄとの互換について学び、活用できる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験（筆記・実技・提出課題）により、100点満点中60点以上を合格とする。

商業施設のデザイン事務所での設計・デジタルシミュレーション業務・インテリア全般の知識を活かし科目を担当。

Shade3Dの太陽である無限遠光源の設定方法がわかる。

作成したｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの編集方法がわかり、実際に椅子をﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞができる。

作成したｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄに色や質感を設定できる。

ﾋﾞｭｰ設定であるｶﾒﾗの操作・設定方法がわかる。

人工光源を作成してﾗｲﾃｨﾝｸﾞ作業ができる。

回転体の作成を学び、ﾜｲﾝｸﾞﾗｽなどの円形の物体を作成できる。

必要性：設計･ﾃﾞｻﾞｲﾝした物を3Dで表現が出来ることで、施主や発注元に対するﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ資料としての視覚的な効果やｲﾒｰｼﾞ
の伝わりやすさが抜群で、求められる場面が多くあります。

学習内容：3面図を用いた立体物の作成方法と読み取り及び作成、材質設定、光源設定の基礎を学びShade3Dでのﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞの基本
と操作方法を学びます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

Shade3Dのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを理解し3面図の読み取り方がわかる。

直方体や錐形状などの立体ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの作成ができる。

面を閉じた線形状と開いた線形状の違いがわかる。

図面に書き込む寸法を適切な位置にﾊﾞﾗﾝｽよく配置し、ｽﾀｲﾙを切り替えながら記入できる。

自分の作成図面と見本を見比べて、修正箇所を見つけることができる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、デジタルスキル・インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

開口部と建具の役割を知り、図面での表記の仕方、身の回りに使用されている建具の名称等がわかる。

階段の構成要素の踏み面・蹴上げ・蹴込みの名称と寸法がわかる。

図面で表現する際に、段差を表す線分、材質などを表す目地の線分の使い分けができる。

配置図の作成時に、住宅内と道路とをつなぐｱﾌﾟﾛｰﾁを考え、人の動線を計画することができる。

二階部分の外構である屋根伏図やﾊﾞﾙｺﾆｰの名称や部分を知り、作図することができる。

図面に書き込む室名を適切な位置にﾊﾞﾗﾝｽよく配置し、ｽﾀｲﾙを切り替えながら記入できる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：住宅の設計を行う際に、日本古来からの住宅工法（木造軸組み構法）を学ぶことにより、基本的な柱、壁、建具など
の知識から重要な木造住宅の構法のルールを身に付けることができます。

学習内容：Auto-CADを使用し、木造1戸建て住宅の平面図ｺﾋﾟｰを行います。作成していく中で、木造軸組み構法の知識を身に付
けると共に、製図法を学習していきます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

図面といわれる種類の中での平面図の役割を知り、何を描き込まなければいけないのかがわかる。

日本の伝統的なﾓｼﾞｭｰﾙである尺貫法を知り、柱・壁の配置ﾙｰﾙがわかる。

平面･展開図の概念、図面尺度、製図方法を理解し、土間のある家(寝室)のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ作成ができる。

土間のある家(寝室)のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ作成をとおして、ﾍﾞｯﾄﾞの基本構成、ｻｲｽﾞ等がわかる。

就職活動時に使用できるように、授業で作成した課題を自分のPCからｶﾗｰ印刷できる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験（筆記・提出課題）において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、デジタルスキル・インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

平面･展開図の概念、図面尺度、製図方法を理解し、ﾄｲﾚ0.5坪ﾀｲﾌﾟのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ作成ができる。

ﾄｲﾚ0.5坪ﾀｲﾌﾟのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ作成をとおして、便器、洗面器、空間に必要なｱｸｾｻﾘがわかる。

平面･展開図の概念、図面尺度、製図方法を理解し、ﾄｲﾚ0.75坪ﾀｲﾌﾟのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ作成ができる。

ﾄｲﾚ0.75坪ﾀｲﾌﾟのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ作成をとおして、便器、洗面器、空間に必要なｱｸｾｻﾘがわかる。

平面･展開図の概念、図面尺度、製図方法を理解し、浴室1坪ﾀｲﾌﾟのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ作成ができる。

浴室1坪ﾀｲﾌﾟのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ作成をとおして、浴槽の種類、設置方法、空間に必要なｱｸｾｻﾘがわかる。

パーソナルカラー研究所等の色彩に関する業務を行う団体に所属し、色彩全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：新築または、ﾘﾌｫｰﾑを行う際に、ｼｮｰﾙｰﾑ等で提示されるｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄﾎﾞｰﾄﾞを見ることによってｲﾝﾃﾘｱの計画をより現実的に
ｲﾒｰｼﾞすることができます。自分でｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄﾎﾞｰﾄﾞが作成できるよう学習していきます。

学習内容：住宅でのﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｽﾍﾟｰｽ（便所、洗面室、浴室、ﾍﾞｯﾄﾞﾙｰﾑ）を0.5坪（約1.65㎡）の小さいﾀｲﾌﾟから大きな面積のﾀｲ
ﾌﾟへと、実際の考えられるﾌﾟﾗﾝを教材にAuto-CADを使用しｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄﾎﾞｰﾄﾞを作成していきます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

2DCADのｱﾌﾟﾘを使用し、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞに画像が挿入できる。

混色とは何か？　各三原色と、加法混色と減法混色の違いがわかる。

色の心理効果と色の視覚効果がわかる。慣用色名がわかる。

色の三属性と関係する配色イメージ、色のトーンと関係する配色イメージがわかる。

ファッションにおけるカラーコーディネート、インテリアにおけるカラーコーディネートがわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

色はなぜ見えるのか？　色を見るための３つの要素「光源・物体・視覚（眼）」の関係を理解することができる。

光とは何だろう。　電磁波、可視光、太陽光とスペクトル、分光分布などがわかる。

光の性質について、物体の色の見え方には様々なものがあり、その各現象と名称がわかる。

色を見る眼のしくみと、眼の各部分の名称と役割がわかる。

網膜における光の処理のされ方と、視細胞の種類と役割、眼がどのように色を認識するのかがわかる。

照明の違いによる、色の見え方の違いと、それに対応した分光分布の違いがわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：色が見えるしくみや、色の分類、伝達法、混色、見え方、心理効果、配色方法などを理解して身に付けることによりｲ
ﾝﾃﾘｱの提案やﾌｧｯｼｮﾝ、商品ﾊﾟｯｹｰｼﾞなど、様々なﾃﾞｻﾞｲﾝ領域のｶﾗｰｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄに応用・活用することができます。

学習内容：色を実際のﾃﾞｻﾞｲﾝに活かしていくには、理論を学ぶことが必要です。ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ資格試験の試験範囲ともなる
ので、ｲﾝﾃﾘｱの勉強を始める初学者として、色の知識を基礎から身に付けていきます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目



インテリア科1年2期シラバス

No 3032109 科目コード 2040101

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 2

教科名 リアルジョブプロジェクト

科目名 リアルジョブプロジェクト1 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03） 問題発見に向け、技術者としての問題意識をもって、現状の問題点を指摘することができる。

回数 15 04） 問題発見に向け、グループディスカッション等において他者の話を聞くことができる。

必修・選択 必修 05） 問題発見に向け、グループディスカッション等において自分の意見を伝えることができる。

省庁分類 - 06） 問題発見に向け、グループで話し合った内容を、適切にまとめ、報告することができる。

授業形態 実習 07）

作成者 白井雅哲 08）

教科書 - 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂　昭司

実務教員 〇

該当DP -

備考 設計事務所にて建築物の企画・設計業務を経験。企画業務でのプロジェクトマネージメント経験を活かし科目を担当。

問題設定に向け、現状の問題点から解決すべき課題を提案することができる。

問題発見をとおして設定した課題の社会的な意義等を適切に説明することができる。

評価方法

①授業評価は「学習評価ルーブリック表」を用いて授業ごとに実施する。
②履修判定評価は「履修判定評価ルーブリック表」を用いて期末に実施する。
③個々の学生の成長を「学生成長評価ルーブリック表およびレーダーチャート」を用いて記録する。

問題設定に向け、これまでに修得した専門知識・技術を活用することができる。

問題設定に向け、筋道をたてて(論理的に)考えることができる。

学習内容：２期においては、専門性をとおしてどのような問題解決に取り組むか、仲間と話し合いながら自分たちが取り組む
課題の発見・設定に取り組みます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

問題発見に向け、関連する情報を収集することができる。

問題発見に向け、収集した情報を整理・分析・考察することができる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：将来、実務において仕事を進めていくためには、専門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コミュニケー
ション能力などの「社会性（社会で活躍する力）」を身につけていることが重要です。



インテリア科1年3期シラバス

No 3053101 科目コード 1020401

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 3

教科名 環境工学

科目名 環境工学 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 21.③建築環境工学 06）

授業形態 講義 07）

作成者 今野祐二 08）

教科書 ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ合格教本 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑧

備考

No 3053102 科目コード 1020601

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 3

教科名 建築史

科目名 建築史2 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 20.②建築計画 06）

授業形態 講義 07）

作成者 大室浩明 08）

教科書 ｺﾝﾊﾟｸﾄ版建築史 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP -

備考

No 3053103 科目コード 1021801

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 3

教科名 建築計画

科目名 建築計画4 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 20.②建築計画 06）

授業形態 講義 07）

作成者 鈴木俊恵 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ④⑦

備考

No 3053104 科目コード 1021901

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 3

教科名 建築計画

科目名 建築計画5 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 20.②建築計画 06）

授業形態 講義 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ④⑦

備考

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

Ｌ・Ｄ空間の内装仕上げ材に関する基本事項（内装制限等）がわかる。

Ｌ・Ｄ空間の室内環境（空間の採光、換気、照明）がわかる。

収納の意義、収納環境の留意点等、収納に関する基本事項がわかる。

各室の収納計画に関しての基本事項がわかる。

様々な収納部（押入れ、ｸﾛｰｾﾞｯﾄ、ｳｫｰｸｲﾝｸﾛｰｾﾞｯﾄ、納戸）の違いがわかる。

評価方法

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

ＬＤＫの歴史的系譜と役割、現代におけるＬＤＫ空間の問題点とＬＤＫ空間の組合せがわかる。

Ｌ空間の基本構成（役割、型、座の必要寸法、座の配置ﾊﾟﾀｰﾝ、座の周囲との関係、座の高さ関係）がわかる。

Ｌ空間の特性と使用されるｲﾝﾃﾘｱｴﾚﾒﾝﾄ（ｿﾌｧ、ｾﾝﾀｰﾃｰﾌﾞﾙ、ｾﾝﾀｰﾗｸ等）がわかる。

Ｄ空間の基本構成（役割、型、座の必要寸法、平面・断面計画、座の周囲との関係、座の高さ関係）がわかる。
②Ｄ空間の採光、Ｄ空間の換気、Ｄ空間の照明）Ｄ空間の特性と使用されるｲﾝﾃﾘｱｴﾚﾒﾝﾄ（ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞﾃｰﾌﾞﾙ、ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞﾁｪｱ、照明器具等）がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

インテリアコーディネーターの業務でのインテリア全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：住宅内で人の集まる空間であるﾘﾋﾞﾝｸﾞとﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ、表舞台の生活を裏方で支える収納計画は、ｲﾝﾃﾘｱの計画を行う上で
不可欠な要素となります。

学習内容：ﾘﾋﾞﾝｸﾞとﾀﾞｲﾆﾝｸﾞの空間に着目し、現代の住空間の中で家族が集い憩うためにどのような空間構成が必要とされ、ま
たどのようなｲﾝﾃﾘｱｴﾚﾒﾝﾄを準備構成する必要があるのか、収納空間を含め学習を行います。

ｷｯﾁﾝのﾚｲｱｳﾄﾊﾟﾀｰﾝ…１列型、２列型、L型、U型、アイランド型、ペニンシュラ型がわかる。

生活の変化に伴うこれからのｷｯﾁﾝに関して、暮らしが変わるとｷｯﾁﾝも変わることがわかる。

ｷｯﾁﾝの関連法規がわかる。

校外学習：国産ｷｯﾁﾝﾒｰｶｰで、実物をとおしてｼｽﾃﾑｷｯﾁﾝの構成がわかる。

校外学習：輸入ｷｯﾁﾝﾒｰｶｰで、実物をとおしてﾄﾞｲﾂのｼｽﾃﾑｷｯﾁﾝの構成がわかる。

ｸﾗｲｱﾝﾄを想定してｷｯﾁﾝのﾚｲｱｳﾄﾌﾟﾗﾝの作成ができる。

学習内容：機能性・ﾃﾞｻﾞｲﾝの両面から適切なﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞが提案できるよう、講義と見学、そして簡単な実習で、ｷｯﾁﾝ計画の基本
を学びます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

現在最も普及しているｼｽﾃﾑｷｯﾁﾝの基礎がわかる。

日本人の食生活とキッチンの関係のﾃﾞｰﾀから、現在のｷｯﾁﾝの動向がわかる。

ｷｯﾁﾝで行う基本作業、作業性を考えたﾚｲｱｳﾄ、ｷｯﾁﾝのｻｲｽﾞと作業動線がわかる。

ｼｽﾃﾑｷｯﾁﾝの構成要素、基本の設備、ｷｯﾁﾝの収納計画がわかる。

世紀末建築（新古典主義建築）と現代建築（ポストモダニズム建築）の類似性がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

住宅メーカーの設計部でのデザイン・設計業務・インテリア全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：住宅の中でｷｯﾁﾝは最も「作業」をする場所であり、主婦の関心度が一番高い空間です。ﾗｲﾌｽﾀｲﾙの変化に伴い、家族が
唯一集まる機会がある場所として、住空間の計画に不可欠な要素です。

ｱｰﾁ、ﾄﾞｰﾑ、ｺﾝｸﾘｰﾄの発明によって巨大化したローマ建築の概要と代表的建築物の特徴がわかる。

ローマ帝国の衰退と分割によって誕生したﾛﾏﾈｽｸ建築（西欧）とﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ建築（東欧）の違いと特徴がわかる。

ローマ帝国の衰退によってしだいに強大化したキリスト教建築、特にゴシック建築の構造的特徴がわかる。

強大化したキリスト教への疑問と反発から生まれたルネサンス建築の概要、特徴、代表的建築がわかる。

ルネサンス建築の変遷としての、ﾏﾆｴﾘｽﾑ、ﾊﾞﾛｯｸ、ﾛｺｺ建築の概要、特徴、代表的建築がわかる。

ｷﾞﾘｼｬ・ﾛｰﾏ建築のﾘｳﾞｧｲｳﾞｧﾙとしての新古典主義建築の背景、特徴、代表的建築がわかる。

必要性：ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝやｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄの造形的背景を把握し、設計実習やｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾄに応用することができます。また、ｲﾝﾃ
ﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ資格試験合格を目指すために必要となる、歴史の知識を身に付けるため学習します。

学習内容：上記に対応しながらも、住宅を中心とした西洋建築史全般を学びます。特にここでは、ギリシャ以前、ギリシャ・
ローマ、ゴシック、ルネサンス、新古典主義までの近代以前の建築について学びます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

文明が定住によっては始まり、定住によって住宅が生まれたという建築史の起源と背景がわかる。

ﾖｰﾛｯﾊﾟの初期文明（ﾒｿﾎﾟﾀﾐｱ、ｸﾚﾀ、ｴｼﾞﾌﾟﾄ）建築がギリシャ建築に与えた影響がわかる。

オーダーやアゴラ等、ギリシャ建築の特徴と、ギリシャ建築を代表するパルテノン神殿の機能と特徴がわかる。

光の性質と目の構造と特性、光測量（単位）に関する事項がわかる。

日照・日影・採光に関する事項がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

建築設備の設計施工に携わり、機械設備・施工の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

ガラス窓からの熱の伝わり方（伝熱・日射・）がわかる。

湿度と結露の関係、結露の防止策がわかる。

室内の温熱環境の要因、温熱指標の種類、室内温湿度条件に関する事項がわかる。

室内空気汚染物質、換気量と換気方式がわかる。

音の性質と属性、音の表し方（レベル：dB）、騒音に関する事項がわかる。

遮音と吸音について、建築材料の特性がわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：より快適なｲﾝﾃﾘｱ空間を計画するに為には、建築を取り巻く屋内外の環境（自然現象など）を知り、その効果を上手く
室内に取り入れることが不可欠です。

学習内容：環境工学を学ぶ意義についてと、居住性を左右する熱環境、空気環境、音環境、光環境について学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

環境工学と建築設備の関わりと省エネルギーの考え方がわかる。

壁体を伝わる熱移動現象（熱伝達・熱伝導・熱貫流）がわかる。



インテリア科1年3期シラバス

No 3053105 科目コード 1031501

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 3

教科名 資格対策講座

科目名 資格対策講座1 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 講義 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ合格教本 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑧⑨

備考

No 3053106 科目コード 1031601

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 3

教科名 資格対策講座

科目名 資格対策講座2 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 講義 07）

作成者 今野祐二 08）

教科書 ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ合格教本 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑧⑨

備考

No 3053107 科目コード 2020201

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 3

教科名 建築設計製図

科目名 建築設計製図2 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 32.⑩その他 06）

授業形態 実習 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ①④⑦⑧

備考

No 3053108 科目コード 2021001

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 3

教科名 建築立体実習

科目名 建築立体実習2 01）

単位 1 02）

履修時間 45 03）

回数 23 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 32.⑩その他 06）

授業形態 実習 07）

作成者 村田涼 08）

教科書 Shade Certified Textbook 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ①

備考

イラストレーターの基本操作を学び、プレゼンテーションボードの作成ができる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験（筆記・実技・提出課題）により、100点満点中60点以上を合格とする。

商業施設のデザイン事務所での設計・デジタルシミュレーション業務インテリア全般の知識を活かし科目を担当。

内観モデリング作成のためのCADの作成、編集(ポリライン化作業)ができる。

内観パースで開口部の作成、窓の表現ができる。

Shadeエクスプローラーを活用し、カタログ作成ができ、オブジェクト配置ができる。

個室の内観を作成し、床壁天井の材質設定、家具の配置･作成などトータルのコーディネートができる。

ラジオシティとレンダリングの関係性、詳細な設定について学び、活用できる。

フォトショップの基本操作を学び、写真のレタッチ、合成、加工ができる。

必要性：設計･ﾃﾞｻﾞｲﾝした物を3Dで表現が出来ることで、施主や発注元に対するﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ資料としての視覚的な効果やｲﾒｰｼﾞ
の伝わりやすさが抜群で、求められる場面が多くあります。

学習内容：前期で学んだことを応用･発展させ、個室をひとつ作成し内観ﾊﾟｰｽを完成させます。CADでのﾍﾞｰｽ作成から、Shadeで
のﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ、そして画像編集とﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞの作成までを学びます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

自由曲面を用いてハンガーやパイプ椅子のような筒状の形状作成ができる。

ポリゴンメッシュ編集機能を活用し、様々な形状作成ができる。

ラジオシティ機能を学び、3Dの光と影をよりリアルに表現できる。

設計の作業の流れ、各室の空間のｻｲｽﾞ、各室のｴﾚﾒﾝﾄの種類とｻｲｽﾞを踏まえ、長方形の住戸計画ができる。

設計の作業の流れ、各室の空間のｻｲｽﾞ、各室のｴﾚﾒﾝﾄの種類とｻｲｽﾞを踏まえ、L字形の住戸の計画ができる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、デジタルスキル・インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

ﾊﾟｿｺﾝのCADを用いてｷｯﾁﾝの平面図の作成ができる。

ﾊﾟｿｺﾝのCADを用いてｷｯﾁﾝの展開図の作成ができる。

ﾊﾟｿｺﾝのCADを用いてｷｯﾁﾝのｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄﾎﾞｰﾄﾞが作成できる。

住宅の計画演習を通して、設計作業の流れ（条件の把握→ｸﾞﾙｰﾋﾟﾝｸﾞ→機能図→ｿﾞｰﾆﾝｸﾞ→ｴｽｷｰｽ）がわかる。

住宅の計画演習を通して、各室の空間のｻｲｽﾞ、各室のｴﾚﾒﾝﾄの種類とｻｲｽﾞがわかる。

企業のｼｮｰﾙﾑで校外授業を行い、住空間の在り方やｼｽﾃﾑ収納の実物を通して空間の作り方がわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：実際のｼｮｰﾙｰﾑでの仕事では、提案だけでなく図面を作成したり、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄﾎﾞｰﾄﾞにまとめたりする作業を行います。ま
た、お客様に自分の考えやｲﾒｰｼﾞを伝えるためにも住空間の基本計画が重要です。

学習内容：ｷｯﾁﾝﾒｰｶｰのｼｮｰﾙｰﾑに展示してあるﾗｲﾝを参考にｷｯﾁﾝのｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄﾎﾞｰﾄﾞの作成、1～3期前半の基本的な学習を応用し
て、住空間の基本計画ができるようになることを目標に掲げて、住空間のｴｽｷｰｽを行います。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

住宅の中のｷｯﾁﾝ空間とはどのような位置づけなのかがわかる。

空間の大きさ、ｺﾝｾﾌﾟﾄによって様々なｷｯﾁﾝのﾚｲｱｳﾄが存在することがわかる。

浴槽の種類や材質、トイレ（大便器）の洗浄方式の特徴がわかる。

電気の供給（配電）方式、分電盤の役割、コンセント数の決め方についてわかる。

高効率給湯機器、太陽光発電、太陽熱利用、全熱交換器の種類との仕組みがわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

建築設備の設計施工に携わり、機械設備・施工の知識を活かし科目を担当。

住宅の冷暖房設備機器（エアコンや暖房機器）の仕組みがわかる。

給水設備の給水方式の種類とその特徴がわかる。

給水に関する一般事項（水圧、ｸﾛｽｺﾈｸｼｮﾝ、吐水口空間、ｻｲﾎﾝ作用、ﾊﾞｷｭｰﾑﾌﾞﾚｰｶｰなど）がわかる。

給湯設備の給湯方式とその特徴がわかる。

排水の種類と排水方式についてわかる。

トラップの機能と種類や封水破壊の原因、通気管の役割についてわかる。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：住宅設備に関する項目は、住生活を送る上で欠かすことのできない項目であり、ｲﾝﾃﾘｱの計画にも深く関わっていま
す。また、ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ試験に出題される問題を解けることを目標とします。

学習内容：住宅の空調設備、給排水設備、サニタリーの器具、電気設備、省エネルギー機器などについて学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

空調負荷（冷房負荷と暖房負荷）についてわかる。

各種構造で使用される床・壁・天井・屋根の下地材料と仕上げ材料と、それらの作り方がわかる。

和室の基本的な内装部材の構成と各部分名称、床の間の形式や種類がわかる。

洋室開口部の造作や見切縁、階段の構成部材と種類がわかる。

構成材の意味、床、壁の収まり方の種類や特徴と、窯業系材料、機能材料の種類と特徴がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

木材の種類（針葉樹、広葉樹）や用語（心材、辺材等）、基本的性質（強度や比重等）がわかる。

木材を使用した建築材料（合板、積層材等）の製法や特徴がわかる。

木造建築の構法（木造軸組み構法、枠組み壁構法等）の特徴がわかる。

鉄筋コンクリート構造（ＲＣ造）について、各構造（ラーメン構造、壁式構造等）の特徴がわかる。

コンクリートを生成している材料（水、セメント、細骨材、粗骨材）とコンクリートの基本的特徴がわかる。

鋼構造（Ｓ造）について、使用される鋼材の種類や接合方法等、鋼構造の基本的特徴がわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：建築物の役割は、人間の安全を確保・財産を守ることが挙げられ、構造・材料が深く関わっています。また、ｲﾝﾃﾘｱｺｰ
ﾃﾞｨﾈｰﾀｰ資格試験合格を目指すために必要となる、構造・材料の知識を身に付けるため学習します。

学習内容：建築物の各構造（木造・ＲＣ造・Ｓ造）の特徴と、建築物を構成する材料（木材、ｺﾝｸﾘｰﾄ、鉄骨等）の特徴と使用
箇所に関して学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目



インテリア科1年3期シラバス

No 3033109 科目コード 2040201

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 3

教科名 リアルジョブプロジェクト

科目名 リアルジョブプロジェクト2 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 実習 07）

作成者 白井雅哲 08）

教科書 - 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂　昭司

実務教員 〇

該当DP -

備考

No 3053110 科目コード 2060101

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 3

教科名 長野実習

科目名 長野実習1 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 研修 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ1次試験過去問題徹底研究 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ④⑤⑥⑦

備考

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

ｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲の色彩と造形がわかる。

ｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲の建築関連法規がわかる。

ｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲の住宅設備がわかる。

ｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲の材料がわかる。

ｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲の住宅と社会がわかる。

評価方法

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

ｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲のインテリアの歴史がわかる。

ｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲のインテリア計画がわかる。

ｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲の環境工学がわかる。

ｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲の構造と施工がわかる。

ｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲の表現技法がわかる。

評価方法

①授業評価は「学習評価ルーブリック表」を用いて授業ごとに実施する。
②履修判定評価は「履修判定評価ルーブリック表」を用いて期末に実施する。
③個々の学生の成長を「学生成長評価ルーブリック表およびレーダーチャート」を用いて記録する。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務を経験。企画業務でのプロジェクトマネージメント経験を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：10月に行われるｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ資格試験合格を目指すため、ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの幅広い学習分野の問題に多く触れ、得
点力ｱｯﾌﾟを図ります。

学習内容：ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの過去問題集、外部団体の模擬問題を使用し、ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲全般を学
習します。

問題解決に向け、技術者として解決のための方法や手順を提案することができる。

問題解決に向け、工程表および予算書を提案することができる。

問題解決に向け、解決のための方法や手順を計画書(企画書)にまとめることができる。

問題解決に向け、グループディスカッション等において他者の話を聞くことができる。

問題解決に向け、グループディスカッション等において自分の意見を伝えることができる。

問題解決に向け、グループで話し合った内容を、適切にまとめ、報告することができる。

問題解決に向け、これまでに修得した専門知識・技術を活用することができる。

問題解決に向け、筋道をたてて(論理的に)考えることができる。

学習内容：３期においては、前期に設定した課題をどのように解決していくのか、他の学科や企業との連携もふまえ、その解
決策の「企画提案」に取り組んでいきます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

問題解決に向け、関連する情報を収集することができる。

問題解決に向け、収集した情報を整理・分析・考察することができる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：将来、実務において仕事を進めていくためには、専門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コミュニケー
ション能力などの「社会性（社会で活躍する力）」を身につけていることが重要です。



インテリア科1年4期シラバス

No 3054101 科目コード 1020701

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 4

教科名 建築史

科目名 建築史3 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 20.②建築計画 06）

授業形態 講義 07）

作成者 大室浩明 08）

教科書 ｺﾝﾊﾟｸﾄ版建築史 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP -

備考

No 3054102 科目コード 1020801

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 4

教科名 建築設備

科目名 建築設備１ 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03） 給湯設備における、給湯温度、給湯量、給湯機器の種類と特徴などがわかる。

回数 8 04） 排水設備における、排水の種類、排水方式、排水勾配、トラップの役割、阻集器、通気管の役割などがわかる。

必修・選択 必修 05）

省庁分類 22.④建築設備 06）

授業形態 講義 07）

作成者 今野祐二 08）

教科書 ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ統合版 09）

確認者 高山　寿一郎 10）

最終確認者 井坂　昭司

実務教員 ○

該当DP ⑧⑨

備考

No 3054103 科目コード 1030101

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 4

教科名 建築計画

科目名 建築計画6 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 講義 07）

作成者 笠原嘉人 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑤⑦

備考

No 3054104 科目コード 2020301

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 4

教科名 建築設計製図

科目名 建築設計製図3 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 31.①建築設計製図 06）

授業形態 実習 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ①③④⑦⑧⑨

備考

その他のｽﾍﾟｰｽ（玄関・玄関ｱﾌﾟﾛｰﾁ・廊下・納戸）の空間構成がわかる。

最終計画案の平図面をＣＡＤで作成できる。

最終計画案の断面図をＣＡＤで作成できる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、デジタルスキル・インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

住宅の計画演習を通して、各室の空間のｻｲｽﾞ、各室のｴﾚﾒﾝﾄの種類とｻｲｽﾞがわかる。

設計の作業の流れ、各室の空間のｻｲｽﾞ、各室のｴﾚﾒﾝﾄの種類とｻｲｽﾞを踏まえ、ﾗｲﾄｺｰﾄの住戸計画ができる。

住宅展示場で校外授業を行い、各室の構成やｲﾝﾃﾘｱｴﾚﾒﾝﾄの実物を通して空間の作り方がわかる。

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｽﾍﾟｰｽ（ﾘﾋﾞﾝｸﾞ・ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ・ｷｯﾁﾝ）の空間構成がわかる。

ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｽﾍﾟｰｽ（主寝室・子ども室）の空間構成がわかる。

ｻﾆﾀﾘｰｽﾍﾟｰｽ（浴室・洗面所・便所・家事室）の空間構成がわかる。

家具のデザイン事務所での家具設計の業務に携わり、家具の歴史、家具製作、木質材料の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：ｲﾝﾃﾘｱに於いて、お客様の要望や自分の考え（ｲﾒｰｼﾞ）を伝えるためにも住空間の基本計画が重要です。お客様の要望
をまとめ手描きの図面としてまとめる能力は必要不可欠です。

学習内容：3期の長方形、L字の空間、今期のﾗｲﾄｺｰﾄの住宅の演習を行い、それを踏まえ、「家族が楽しむための新しい提案」
を入れた平屋建て4人家族の4LDKUS程度の住空間の計画を行います。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

住宅の計画演習を通して、設計作業の流れ（条件の把握→ｸﾞﾙｰﾋﾟﾝｸﾞ→機能図→ｿﾞｰﾆﾝｸﾞ→ｴｽｷｰｽ）がわかる。

椅子・ﾃｰﾌﾞﾙ類の機能や用途での分類と、それらの条件に則した設計ﾃﾞｻﾞｲﾝの基本がわかる。

収納家具のｲﾝﾃﾘｱにおける重要性と、機能・使い勝手から導かれる設計上の法則、ﾃﾞｻﾞｲﾝ上のﾎﾟｲﾝﾄがわかる。

多くの実例を見ることで、ｸﾗｼｯｸから最新のﾃﾞｻﾞｲﾝまで家具ﾃﾞｻﾞｲﾝの変遷とﾄﾚﾝﾄﾞの変化がわかる。

設計者・ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとしてより良い家具を提案するための考え方がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

家具の基本的な分類と概念、またそれらの名称がわかる。

近代家具ﾃﾞｻﾞｲﾝの歴史的な背景がわかる。

近代ﾃﾞｻﾞｲﾝ以前のｸﾗｼｯｸな家具がどの様なものであったかわかる。

金属を主材料とした家具がどの様に生まれたか、また金属の特性や製造方法がわかる。

ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ製家具がどの様な経緯で開発されたか、また種類別の特性や製造方法がわかる。

木材が家具材料として最も多く用いられている理由、その特性と加工技術の歴史的な背景がわかる。

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

建築設備の設計施工に携わり、機械設備・施工の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：家具はｲﾝﾃﾘｱにおいて直接人間に触れる重要な要素です。家具について深く学ぶ事はより良い建築やｲﾝﾃﾘｱを創造する
為に役立つだけでなく、社会におけるﾃﾞｻﾞｲﾅｰの役割を理解する事にもなる為必要不可欠です。

学習内容：家具ﾃﾞｻﾞｲﾝをより深く理解する為に歴史的な成り立ち、製造方法と素材、機能性、芸術的な視点などを総合的に学
びます。優れた作品例を多く見て、ﾃﾞｻﾞｲﾝの糧となるﾎﾞｷｬﾎﾞﾗﾘｰを豊かにする事も目的の一とします。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

換気設備の必要性、機械換気設備の種類、必要換気量、換気機器の種類と特徴がわかる。

冷暖房の熱負荷とはなにか、熱負荷の種類がわかる。

住宅用のエアコンや暖房機器の種類とそれぞれの特徴がわかる。

設備機材（配管・ポンプ、ダクト・送風機など）についての概要がわかる。

太陽熱・太陽光、地熱などの自然エネルギーを利用例についてわかる。

評価方法

必要性：「建築設備」には、給排水・衛生設備、冷暖房設備、換気設備、電気設備などがあります。居住する人にとって快適
で利便性の高い生活環境を求めるために必要不可欠なものです。

学習内容：住宅設備を中心に、水回りの給排水・衛生設備、夏季や冬季を快適に過ごすための冷暖房設備、室内の汚染空気を
入れ替えるための換気設備について学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

建築と建築設備との関わりや建築設備とは何かがわかる。

給水設備における、汚染防止、給水方式、給水量、水圧の確保などがわかる。

衛生器具の種類や用途についてわかる。

「春日山城(山城)」「安土城(平山城)）」「大坂城(平城)」の事例解説から城郭建築の歴史と特徴がわかる。

明治以降の西洋住宅の導入、中廊下式住宅の普及、ﾓﾝﾀﾞﾝﾘﾋﾞﾝｸﾞの始まり等、近代住宅の変遷がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

住宅メーカーの設計部でのデザイン・設計業務・インテリア全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

平安時代の貴族の住居形式（寝殿＋対屋＋渡殿＝寝殿造）とその可変的インテリアの特徴がわかる。

武家社会の武家屋敷の形式、特に書院造が生まれた背景と建築の形式がわかる。

武家社会の庶民の住まい、特に関東の表店裏長屋の特徴、関西の町屋の特徴と今日の住宅への影響がわかる。

茶室の構造的特徴、デザイン的特徴、空間的特徴と、それらを住居化した数寄屋造の特徴がわかる。

神社建築のの歴史的、形式的、文化的背景と、それらを代表する出雲大社と伊勢神宮の特徴がわかる。

「法隆寺」「平等院鳳凰堂」「阿弥陀堂」の事例解説から仏教建築の歴史と建築的構造がわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝやｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄの造形的背景を把握し、設計実習やｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾄに応用することができます。また、ｲﾝﾃ
ﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ資格試験合格を目指すために必要となる、日本の歴史の知識を身に付けるため学習します。

学習内容：ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ資格試験に対応しながらも、住宅を中心とした日本建築史全般を学びます。特に竪穴式住居、寝殿
造、書院造、茶室、数寄屋造、町屋等に日本固有の建築について、様式とその背景にある生活についても学びます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

竪穴式住居の構造と住居形式、縄文時代の生活様式（定住＋稲作＋食糧保存＝村の誕生）がわかる。

平安時代の庶民の住居形式（みせ＋土間＋通り庭＝町屋の原型）とそれらの今日の住宅への影響がわかる。



インテリア科1年4期シラバス

No 3054105 科目コード 2020701

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 4

教科名 建築設計製図

科目名 建築設計製図7 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 31.①建築設計製図 06）

授業形態 実習 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ①

備考

No 3054106 科目コード 2021101

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 4

教科名 建築立体実習

科目名 建築立体実習3 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 32.⑩その他 06）

授業形態 実習 07）

作成者 村田涼 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ①

備考

No 3054107 科目コード 2021201

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 4

教科名 建築表現技法

科目名 建築表現技法1 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 実習 07）

作成者 富塚裕子 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ②

備考

No 3054108 科目コード 2021401

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 4

教科名 建築造形実習

科目名 建築造形実習1 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 32.⑩その他 06）

授業形態 実習 07）

作成者 丸山千春 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ③

備考

期末に実施される履修判定試験（筆記・提出課題）において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所での建築物の企画・設計業務・インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

正式な透視図法の原理と簡略図法の特徴と作図方法、1点透視図を簡略図法で描くことができる。

1点透視図を応用した俯瞰図法と特徴、作図方法、1点透視図を応用した俯瞰図を描くことができる。

2点透視図の簡略図法における特徴、作図方法を理解し、2点透視図を簡略図法で描くことができる。

模型製作を行い、優れた建築の構成、空間、周辺環境等との調和方法を理解し、名建築とは何かがわかる。

建築設計に用いる模型の種類と役割、模型材料の道具と材料を理解し、建築模型の作成ができる。

評価方法

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

建築図面の種類と描くのに必要な道具の種類を理解し、基本的な建築の線種を描くことができる。

建築に用いる寸法の単位と設計寸法の決め方、扱い方を理解し、設計図面と縮尺の関係性がわかる。

軸測投影図の概要、特徴、使用用途を理解し、等角投影図（ｱｸｿﾉﾒﾄﾘｯｸ）を描くことができる。

等角投影図と不等角投影図の特徴と相違を理解し、不等角投影図（ｱｲｿﾒﾄﾘｯｸ）を描くことができる。

透視図の基本原理と用語、種類と特徴を理解し、透視図の視点と立点位置による構図の違いがわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

Webサイト構築プロジェクトにおけるデザイン業務の知識を活かしデジタルデザインの科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：人間がひとつひとつの線を引くことで描く表現技法を学び、空間を適切に表現できることはｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾅｰとしての礎
であり、施主へのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ、ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾂｰﾙの3D原理の理解にも必要不可欠です。

学習内容：取り上げる表現技法は、基本図面から、ｱｸｿﾉﾒﾄﾘｯｸ、ｱｲｿﾒﾄﾘｯｸ、1点透視図、2点透視図（ﾊﾟｰｽ）を平行定規を使用し
て手描きで製図を行い、小さい住宅の建築模型まで作成します。

ﾍﾞｼﾞｪ曲線を理解し、Illustratorで自由に形を作ることができる。

Illustratorで図形を描画し、様々な方法で色をつけることができる。

Illustratorの便利な機能を理解し、紙面の装飾ができる。

文字の入力方法と文字の種類を理解し、文字組みができる。

印刷用の台紙の作成方法がわかる。

Photoshopで処理した画像をIllustratorに配置することができる。

学習内容：Photoshopt Elementsで主に画像の効果的な色調補正の方法や合成技術を、Illustratorでは文字の組み方やﾚｲｱｳﾄを
学び、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞが作成できるようになります。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

Photoshopの基本的な機能である描画ツールがわかる。

Photoshopを用いて写真の色調などを整えることができる。

選択範囲を理解し、写真の合成ができる。

画像解像度についてわかる。

PhotoShopの選択範囲・ﾚｲﾔｰ操作の応用を学び効率的に操作ができる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

商業施設のデザイン事務所での設計・デジタルシミュレーション業務インテリア全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：ｲﾝﾃﾘｱの提案をする時に使用するﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞの作成や、ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの作成ができるようになるために、ｸﾞﾗﾌｨｯｸ系
のｿﾌﾄｳｪｱの習得は不可欠です。

各自が設計した空間の床・壁・天井及び開口部の基本構造の作成ができる。

ﾊﾞﾝﾌﾟﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ・ﾄﾘﾑﾏｯﾋﾟﾝｸﾞを活用し、ｸﾛｽや絨毯などの材質表現の方法がわかる。

ﾏｽﾀｰｻｰﾌｪｲｽを活用し、ｶﾞﾗｽや壁紙などのｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを効率的に材質設定ができる。

ｻﾌﾞ光源としての面光源を使用し・明るさの調節ができる。

立体画像であるHDR画像を理解し、Shadeでの使用方法・背景設定方法がわかる。

PhotoShopでのﾊﾟｰｽをﾚﾀｯﾁするための応用を学び・ﾊﾟｰｽｲﾒｰｼﾞの編集・加工・合成ができる。

必要性：設計･ﾃﾞｻﾞｲﾝした物を3DCGで立体表現出来ることで、施主との打ち合わせ時に完成後のｲﾒｰｼﾞを視覚的に提示すること
ができます。ｲﾝﾃﾘｱ分野において空間を3DCGで表すことは不可欠です。

学習内容：前期は全員同様の空間を作成したが、今期では設計の授業で学生それぞれが設計した住宅の内観ﾊﾟｰｽ作成を行いま
す。CGを作成するための図面の作り方を学ぶと共に自分のﾃﾞｻﾞｲﾝ・想像を形にする力を身につけます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

自分の設計した住宅を理解し、CGﾊﾟｰｽ作成をするための図面の作成ができる。

通常の展開図ではなく、CGﾊﾟｰｽを作成するための簡易的な展開図の作成ができる。

作成したCAD図面を立体にするための準備であるﾎﾟﾘﾗｲﾝ化ができる。

外壁面の仕上げ（基礎の立ち上がり・水切りを含む）やﾃﾗｽ・ﾊﾞﾙｺﾆｰの外部工作物が作成できる。

平面図・断面図・立面図の整合性の確認ができる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、デジタルスキル・インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

断面図の切断位置を理解し、基準線の必要性と高さ方向の基準線の名称がわかる。

屋根の構成部材を理解した上で、勾配や厚さを表現できる。

見え掛り建具と切断建具の画層の違いを知り、図面を作図する際に画僧の使い分けできる。

前面道路から道路斜線を導き出して、敷地内の適正な位置に住宅が位置していることがわかる。

平面図・断面図を利用した立面図の作成方法がわかる。

立面図での屋根・開口部の作成ができる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：ｲﾝﾃﾘｱを志す者として、平面計画だけでなく断面や、高さの概念を身に付けることは必要不可欠で、木造住宅の平面図
だけではなく、断面図・立面図の知識も身に付けることが必要です。

学習内容：平面図を利用して、高さ寸法の関係を理解する断面図、敷地周辺をを含めた立面図を作成し、木造住宅に関しての
知識をさらに深める学習を行います。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

断面図・立面図の概要と図面の必要性がわかる。

平面図を利用した断面図の作成方法がわかる。



インテリア科1年4期シラバス

No 3034109 科目コード 2040301

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 4

教科名 リアルジョブプロジェクト

科目名 リアルジョブプロジェクト3 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 実習 07）

作成者 白井雅哲 08）

教科書 - 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂　昭司

実務教員 〇

該当DP -

備考

評価方法

①授業評価は「学習評価ルーブリック表」を用いて授業ごとに実施する。
②履修判定評価は「履修判定評価ルーブリック表」を用いて期末に実施する。
③個々の学生の成長を「学生成長評価ルーブリック表およびレーダーチャート」を用いて記録する。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務を経験。企画業務でのプロジェクトマネージメント経験を活かし科目を担当。

問題解決に向け、技術者として計画の進捗状況から新たな問題点を発見することができる。

問題解決に向け、新たな問題点の解決策を筋道をたてて(論理的に)考えることができる。

問題解決に向け、新たな問題点の修正案を立案することができる。

問題解決に向け、修正案を実行することができる。

問題解決に向け、計画書(企画書)にそって計画を実行することができる。

問題解決に向け、これまでに修得した専門知識・技術を活用することができる。

問題解決に向け、仲間と協力して行動することができる。

問題解決に向け、粘り強く取り組むことができる。

問題解決に向け、工程および予算を管理することができる。

問題解決に向け、計画の進捗状況を把握・記録・報告することができる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：将来、実務において仕事を進めていくためには、専門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コミュニケー
ション能力などの「社会性（社会で活躍する力）」を身につけていることが重要です。

学習内容：４期においては、前期までに自分たちで考えた解決策にしたがい、仲間とともに解決策の実施に取り組んでいきま
す。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目



インテリア科1年5期シラバス

No 3055101 科目コード 1020901

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 5

教科名 建築設備

科目名 建築設備2 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03） 住宅における幹線設備のしくみと分電盤の役割がわかる。

回数 8 04） 住宅における配線工事やスイッチ・コンセントの種類・取付け位置がわかる。

必修・選択 必修 05）

省庁分類 22.④建築設備 06）

授業形態 講義 07）

作成者 今野　祐二 08）

教科書 ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ統合版 09）

確認者 高山　寿一郎 10）

最終確認者 井坂　昭司

実務教員 ○

該当DP ⑧⑨

備考

No 3055102 科目コード 1021001

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 5

教科名 建築構造

科目名 建築構造1 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 24.⑥建築一般構造 06）

授業形態 講義 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑧⑨

備考

No 3055103 科目コード 1021301

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 5

教科名 建築実務

科目名 建築実務1 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 講義 07）

作成者 鈴木俊恵 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP -

備考

No 3055104 科目コード 1030201

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 5

教科名 建築計画

科目名 建築計画7 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05） 照明器具の種類がわかる。

省庁分類 21.③建築環境工学 06） ｼｮｰﾙｰﾑなどで実際の照明器具に触れ、最新の照明ﾃﾞｻﾞｲﾝやﾄﾚﾝﾄﾞがわかる。

授業形態 講義 07）

作成者 篠塚泉 08）

教科書 サブテキスト 09） 住空間の用途や必要な機能に合わせて照明器具の種類を選定できる。

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑤⑦

備考

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

照明デザイン事務所にて照明の設計業務に携わり、照明全般の知識を活かし科目を担当。

照明が人に対してどのような視覚的な効果があるかがわかる。

照明の単位や用語の基本がわかる。

照明計画の手法がわかる。

住空間において必要な照明器具の設置位置、禁止事項などがわかる。

住空間の用途や求められる明るさに合わせて照明器具の数量を選定できる。

照明の調光や３路ｽｲｯﾁ、ｾﾝｻｰなど照明設備の運用方法についてわかる。

インテリアコーディネーターの業務でのインテリア全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：人間の知覚において大半は視覚であり、照明は視覚を構成する重要な空間要素の１つです。建築・インテリアで必要
な実践的な照明知識と照明計画を包括的に学習します。

学習内容：照明の効果や基本的な単位を学習し、住宅の照明計画におけるﾃｸﾆｯｸを学習します。また、ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨなど校外学習や
講義を通じて体験し、照明計画を自分で行えるような技術を学びます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

光とは何かがわかる。

住宅以外にもインテリアの仕事があることがわかる。

商業施設の仕事の一例として、ﾎﾃﾙのｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝの仕事の流れや必要なｽｷﾙがわかる。

商業施設の仕事の一例として、ｲﾝﾃﾘｱ売場を作ることの仕事の流れや必要なｽｷﾙがわかる。

実務での基本知識として必要なﾄﾚﾝﾄﾞ情報や生活情報の重要性、活用方法などがわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝを学んだ者が仕事をする現場として、どこにどんな仕事があるかがわかる。

ｲﾝﾃﾘｱ、建築、それぞれの業界の全体像がわかる。

ﾘﾌｫｰﾑの仕事について、ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞから実施までの、具体的な業務や必要なｽｷﾙ、最近の傾向などがわかる。

ﾊｳｽﾒｰｶｰのｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄの仕事について、具体的な業務や必要なｽｷﾙ、最近の傾向などがわかる。

ｲﾝﾃﾘｱｼｮｯﾌﾟの仕事で、接客･ﾌﾟﾗﾝﾗﾝｸﾞ･納品、他部署と連携しながらの実務の流れや必要なｽｷﾙがわかる。

ｵﾌｨｽなどの空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの企業で、顧客と共同で問題発見・解決を提案･実施･納品している仕事がわかる。

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：これからの就活や社会に出てからを見据えて、今、仕事の最前線で活躍している社会人に話を聞くことで、将来の自
分の仕事について、考えることが大きな目的になります。

学習内容：企画・ﾃﾞｻﾞｲﾝ、建築設計、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ、そして営業、販売など、ｲﾝﾃﾘｱに関する仕事は非常に多岐にわたります。主な
業務内容とそれぞれに必要な基本的なｽｷﾙについて学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

床の構法と仕上材の種類（板張り、ｺﾙｸﾀｲﾙ、ﾀｲﾙ、塩化ﾋﾞﾆﾙ系床材、石張り）がわかる。

壁の構法と仕上材の種類（左官、張り、ボード、壁紙、外壁ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ）がわかる。

天井の構法と仕上材の種類（打上げ、竿縁、格、あじろ、よしず）がわかる。

各種天井の形状（平、勾配、船底、掛け込み、折り上げ）がわかる。

屋根葺材（瓦、金属板、ｽﾚｰﾄなど）と仕上材料によって勾配が変わることがわかる。

評価方法

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

木構造の建築物の組立て手順と住宅を支える重要な基礎に関してわかる。

木造在来軸組構法の施工手順と使用される部材の名称と役割がわかる。

木造在来軸組構法の接合部（継手・仕口・緊結金物）の種類と名称がわかる。

木造枠組壁工法の施工手順と施工方法がわかる。

床、壁、天井の各種下地の構成と材料がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

建築設備の設計施工に携わり、機械設備・施工の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：どのようなﾃﾞｻﾞｲﾝの建築物でも、各部位にはそれぞれ要求される基本的な性能があり、ｲﾝﾃﾘｱを志す者にとって、建築
物のﾃﾞｻﾞｲﾝに適した仕上材料や構法を考えることは必要不可欠です。

学習内容：住宅設計を行っていくうえで押えておかなければいけない基本事項を、自分の設計に活かせるよう木構造について
学びます。

住宅用火災報知器の種類、設置個所がわかる。

住宅におけるテレビ放送設備やホームエレベーター設備についてわかる。

キッチン設備と部材・機器レイアウトについてわかる。

サニタリー（浴室・洗面脱衣室・トイレ）の設備と機器についてわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：「建築設備」には、給排水・衛生設備、冷暖房設備、換気設備、電気設備などがあります。居住する人にとって快適
で利便性の高い生活環境を求めるために必要不可欠なものです。

学習内容：住宅設備の電気設備や水回りの住宅設備機器（キッチンやサニタリーの設備機器）について学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

電気の基礎用語とその単位がわかる。

住宅への電力の引込み、配線方式がわかる。



インテリア科1年5期シラバス

No 3055105 科目コード 2020401

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 5

教科名 建築設計製図

科目名 建築設計製図4 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 32.⑩その他 06）

授業形態 実習 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ②④⑤⑥⑦⑧⑨

備考

No 3055106 科目コード 2020801

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 5

教科名 建築設計製図

科目名 建築設計製図8 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 31.①建築設計製図 06）

授業形態 実習 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ①

備考

No 3055107 科目コード 2021301

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 5

教科名 建築表現技法

科目名 建築表現技法2 01）

単位 1 02）

履修時間 45 03）

回数 23 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 実習 07）

作成者 村田涼 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ③

備考

No 3055108 科目コード 2021501

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 5

教科名 建築造形実習

科目名 建築造形実習2 01）

単位 2 02）

履修時間 60 03）

回数 30 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 実習 07）

作成者 笠原嘉人 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ④

備考

木材の仕上げ、塗装の重要性がわかる。

座面のﾍﾟｰﾊﾟｰｺｰﾄﾞ編みの技術がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験（筆記・製作物（椅子）提出）において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

家具のデザイン事務所での家具設計の業務に携わり、家具の歴史、家具製作、木質材料の知識を活かし科目を担当。

木材の基本的な取り扱い方法がわかる。

木材の基本的な加工方法がわかる。

木材同士の様々な接合方法がわかる。

椅子の基本的な構造がわかる。

体験により木材の機械加工の実際がわかる。

体験により木材塗装の基本的技術がわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：椅子は「小さな建築」と言われ、1脚の椅子を自らの手で製作、実際の材料に触れ、加工・構造・接合・塗装や座張り
等の一連の工程を経験する事で、空間構築・構成の基本、施工技術の基礎を身に付ける事が出来ます。

学習内容：椅子の基本構成、図面の読み取り、木材の基礎知識と扱い方、計測具の正しい使用法、機械加工、接合方法、仕上
げ方法、塗料・塗装の種類等、空間やﾓﾉを現実に創り上げる為の基礎的な知識の取得と、実作業を経験します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

設計図面の読解力を向上する事ができる。

さしがね等の専門的な計測具の使用方法がわかる。

ﾌｫﾄｼｮｯﾌﾟでの画像編集の応用、画像合成や切抜きなどの加工ができる。

ｲﾗｽﾄﾚｰﾀｰとﾌｫﾄｼｮｯﾌﾟを活用し、各計画のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞの作成ができる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

商業施設のデザイン事務所での設計・デジタルシミュレーション業務インテリア全般の知識を活かし科目を担当。

新たに俯瞰ﾊﾟｰｽと内観ﾊﾟｰｽの作成方法の違いを知り、作成ができる。

作成したﾏｯﾋﾟﾝｸﾞを保存し、ｶﾀﾛｸﾞを作成し使用することができる。

作成した俯瞰ﾊﾟｰｽを編集し、それぞれの部屋の内観ﾊﾟｰｽに作り変えることができる。

各自が設計した空間を自分の力のみで内観ﾊﾟｰｽ作成ができる。

設計した住宅の内装･家具･照明計画など、自分なりのﾄｰﾀﾙｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄができる。

ｲﾗｽﾄﾚｰﾀｰでﾍﾞｼﾞｪ曲線や各ﾂｰﾙの使い方を学び自由な描画ができる。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、デジタルスキル・インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：内装･家具･照明･ﾌｧﾌﾞﾘｯｸｽなど、ｲﾝﾃﾘｱに関連する要素はたくさんあり、それらを全て自身で設計･計画し、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮ
ﾝﾎﾞｰﾄﾞを用いて提示出来るようになるということはｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとして必要不可欠な能力です。

学習内容：住宅全体のﾄｰﾀﾙｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄを行い、内観･俯瞰ﾊﾟｰｽを作成します。また、Illustrator･PhotoShopの応用とﾌﾟﾚｾﾞﾝﾎﾞｰﾄﾞ
のﾃﾞｻﾞｲﾝについても学び、家具･照明･ﾌｧﾌﾞﾘｯｸｽとA2で計4枚のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞの作成を行います。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

内観ﾊﾟｰｽ以外の表現方法である俯瞰ﾊﾟｰｽや鳥瞰ﾊﾟｰｽ・外観ﾊﾟｰｽについてそれぞれの特徴がわかる。

木造住宅の内・外壁部分の部材と作成順序がわかる。

ﾊﾞﾙｺﾆｰなどの外部工作物と建物の接合部分を理解し、作成できる。

矩計図の寸法記入ができる。

必要な部材名と部材寸法を記入できる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

矩計図の意味と必要性、矩計図での表現範囲、各部材寸法がわかる。

木造住宅の基礎（ﾌｰﾁﾝｸﾞ基礎）周辺の部材と作成順序がわかる。

木造住宅の一・二階床周辺の部材と作成順序がわかる。

木造住宅の屋根周辺の部材と作成順序がわかる。

木造住宅の開口部周辺の部材と作成順序がわかる。

木造住宅の天井周辺の部材と作成順序がわかる。

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、デジタルスキル・インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：ｲﾝﾃﾘｱを志す者として、平面・断面・立面計画だけでなく、建物の各所の詳細な高さや使用材料を表すために作られる
工事用の矩計図を理解することは必要不可欠です。

学習内容：4期までにおこなった平面図、断面図、立面図に続き、矩計図の製図をおこないます。基本的な矩計図の作図を通し
て、木造住宅で使用される各所の部材名称や、金物の重要性を理解します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

様々な素材のﾃｸｽﾃｬｰ（柔らかさ、硬さ、暖かさ、冷たさ、ざらざら、つるつる）がわかる。

床・壁・天井と家具調度品などの全体的な調和を理解し、適材適所の仕上材を選定することができる。

各室の光源の種類（白熱灯・蛍光灯・LED）と特徴がわかる。

光の効果を考え、各室の照明器具の選択ができる。

住宅全体のﾄｰﾀﾙｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ・家具・素材・照明のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞができる。

評価方法

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

ｲﾝﾃﾘｱｽﾍﾟｰｽの６要素（環境、住宅の構造、人の要素、経済性、感性、機能性）がわかる。

色彩計画（ｶﾗｰｽｷｰﾑ）が理解し、自分で計画した住空間のｲﾝﾃﾘｱﾃｲｽﾄを決定できる。

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｽﾍﾟｰｽ（ﾘﾋﾞﾝｸﾞ･ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ･ｷｯﾁﾝ）の家具の選定ﾎﾟｲﾝﾄを知り、各室の家具の選定ができる。

ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｽﾍﾟｰｽ（主寝室・子ども室）の家具の選定ﾎﾟｲﾝﾄを知り、各室の家具の選定ができる。

ｻﾆﾀﾘｰ（便所・洗面脱衣室・浴室・家事室）と玄関の家具の選定ﾎﾟｲﾝﾄを知り、各室の家具の選定ができる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：ｲﾝﾃﾘｱに於いて、お客様の要望や自分の考え（ｲﾒｰｼﾞ）を伝えるためにも住空間の基本計画が重要です。お客様の要望
（家具、仕上材、照明）をまとめﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞとしてまとめる能力は必要不可欠です。

学習内容：４期に立案した住空間の計画案をより具体的にｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄしていきます。住宅全体・家具計画・色彩計画・素材計
画・照明計画をﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞにまとめる為に、ｲﾝﾃﾘｱｴﾚﾒﾝﾄの選択をおこないます。



インテリア科1年5期シラバス

No 3035109 科目コード 2040401

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 1年次

期 5

教科名 リアルジョブプロジェクト

科目名 リアルジョブプロジェクト4 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 実習 07）

作成者 白井雅哲 08）

教科書 - 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂　昭司

実務教員 〇

該当DP -

備考

評価方法

①授業評価は「学習評価ルーブリック表」を用いて授業ごとに実施する。
②履修判定評価は「履修判定評価ルーブリック表」を用いて期末に実施する。
③個々の学生の成長を「学生成長評価ルーブリック表およびレーダーチャート」を用いて記録する。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務を経験。企画業務でのプロジェクトマネージメント経験を活かし科目を担当。

成果報告に向け、資料に基づき、問題解決に取り組む意義、方法、成果等を報告書にまとめることができる。

成果発表に際し、筋道立ったわかりやすいプレゼンテーション資料を作成することができる。

成果発表に際し、聴衆を引き付けるプレゼンテーションを行うことができる。

成果発表を終え、問題点・不足点・今後の課題等を整理・報告することができる。

問題解決に向け、工程および予算を管理することができる。

問題解決に向け、計画の進捗状況を把握・記録することができる。

問題解決に向け、最後まで仲間と協力して行動することができる。

成果報告に向け、問題の発見から解決までに作成してきた資料を整理することができる。

必要性：将来、実務において仕事を進めていくためには、専門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コミュニケー
ション能力などの「社会性（社会で活躍する力）」を身につけていることが重要です。

学習内容：５期においては、問題解決に向け解決策の実施に取り組むとともに、年度末に開催される学習成果報告会に向け、
報告書および発表資料の取り纏めを行います。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

問題解決に向け、問題点を発見し必要に応じて計画を修正することができる。

問題解決に向け、修正した計画を実行することができる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由



インテリア科2年1期シラバス

No 3051201 科目コード 1021102

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 1

教科名 建築構造

科目名 建築構造2 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 24.⑥建築一般構造 06）

授業形態 講義 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑧⑨

備考

No 3051202 科目コード 1021402

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 1

教科名 建築実務

科目名 建築実務2 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 講義 07）

作成者 鈴木俊恵 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP -

備考

No 3051203 科目コード 1030402

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 1

教科名 建築計画

科目名 建築計画9 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 32.⑩その他 06）

授業形態 講義 07）

作成者 大室浩明 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑤⑦

備考

No 3051204 科目コード 1030602

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 1

教科名 建築材料

科目名 建築材料1 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 25.⑦建築材料 06）

授業形態 講義 07）

作成者 笠原嘉人 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑥⑦

備考

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

家具のデザイン事務所での家具設計の業務に携わり、家具の歴史、家具製作、木質材料の知識を活かし科目を担当。

床・壁・天井・建具など、ｲﾝﾃﾘｱの部位別に適した木質材料の使い方がわかる。

木質材料の施工方法がわかる。

建材ﾒｰｶｰのｼｮｰﾙｰﾑを訪問し、製品によるｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ空間を体感する事でその実際がわかる。

木材合板博物館で多くの種類の木材とその加工品に触れて、それらが実際にどのようなものかわかる。

木材を使用した優れた建築・ｲﾝﾃﾘｱの事例を見て、上手に使いこなすための方法がわかる。

評価方法

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

天然の木材がどのように産出されるのかわかる。

天然の木材の様々な種類と種類別にどのように利用されるのかわかる。

木材加工品（ｴﾝｼﾞﾆｱｰﾄﾞｳｯﾄﾞ）の様々な種類とその特徴による用途・性能がわかる。

木材加工品（ｴﾝｼﾞﾆｱｰﾄﾞｳｯﾄﾞ）がどのように生産されているかわかる。

木質材料が再生産可能な循環型の資源であることがわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

住宅メーカーの設計部でのデザイン・設計業務・インテリア全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：ｲﾝﾃﾘｱの設計・施行の現場で「木材」は最も多く利用される材料になります。建築・ｲﾝﾃﾘｱに携わる者として、木材の
特徴や用途、加工や施工のﾙｰﾙに関しての知識は必要不可欠です。

学習内容：無垢木材（天然の木材）から、木材加工品（ｴﾝｼﾞﾆｱｰﾄﾞｳｯﾄﾞ）の合板などの工業的に加工されたものなど、大変数多
くの種類や木質材料の用い方を学習します。

ﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱや框戸等の住宅の室内ﾄﾞｱの機能、構造、種類、特徴についての概要がわかる。

取っ手や丁番等の建具金物や鍵の構造（ﾗｯﾁﾎﾞﾙﾄ等）、各種ｷｰｼｽﾃﾑ（ﾏｽﾀｰｷｰ等）の概要がわかる。

主にIC受験対策対応技術として、木製建具、障子、襖等の機能、構造、種類、特徴にいて解答できる。

ﾘｸｼﾙｼｮｰﾙｰﾑ見学とﾚｸﾁｬｰ体験から、将来、顧客への主な住宅ｻｯｼの説明ができる。

以上の学習から住宅計画において、すべての開口部に適切なｱﾙﾐｻｯｼと木製建具が選択できる。

学習内容：ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ試験対応の視点と実務的視点から、外部建具と内部建具の基本知識（材料や開閉の種類、ｶﾞﾗｽ材料
の種類、金物等）を学び、建具のｼｮｰﾙｰﾑでの授業もおこないます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

住宅の開口部の機能、構造、種類、特徴についての概要がわかる。

住宅に主に使用されるｱﾙﾐｻｯｼの種類（引き違い窓、上げ下げ窓、ｶﾞﾗｽﾙｰﾊﾞｰ窓等）と特徴がわかる。

ｶﾞﾗｽの製造法（ﾌﾛｰﾄ法等）とｶﾞﾗｽの種類（網入ｶﾞﾗｽ、複層ｶﾞﾗｽ、強化ｶﾞﾗｽ等）や特徴や利用方法がわかる。

様々なｶﾞﾗｽ商品（鏡、装飾ｶﾞﾗｽ、ｽﾃﾝﾄﾞｸﾞﾗｽ、結晶化ｶﾞﾗｽ等）の特徴と利用方法がわかる。

現在あらゆる企業で行われているﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ活動の基礎として、いくつかの用語がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

インテリアコーディネーターの業務でのインテリア全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：建築・ｲﾝﾃﾘｱに携わる者として、外部建具と内部建具の基本的な知識は必要不可欠で、窓が切り取る風景や情緒的な感
覚も必要不可欠となります。

商品は日進月歩でどんどん変わる。現在の特徴的な商品の傾向がわかる。

小売業の業態、販売におけるｼｽﾃﾑ、物流の基礎がわかる。

ﾌﾟﾗﾝ提案→見積→契約→納品の一連の流れ、必要な知識がわかる。

ﾌﾟﾗﾝ提案で、具体的なﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの方法がわかる。

施主との契約・納品、商品仕入れの仕組みがわかる。

ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとして、どのﾎﾟｼﾞｼｮﾝで仕事をするかがわかり、ﾌｨｰについてもわかる。

必要性：ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの仕事は、住まい手が必要とするものを適切に選び、住宅という生活空間をまとめていく事です。ｲﾝﾃ
ﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを目指す者として必要不可欠な能力です。

学習内容：ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの職能やｲﾝﾃﾘｱの仕事に関連する知識として、ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの基礎知識についても、社会人として知って
おくべき用語を中心に学びます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの職能、求められている役割がわかる。

暮らしに変化→ｲﾝﾃﾘｱも変化。暮らしを知ることで、顧客へ様々な提案が可能なことがわかる。

実務に最も必要なｲﾝﾃﾘｱの情報の一端を学ぶことにより、社会に出てからも学び続ける必要性がわかる。

動画をとおしてS造の建築物がどのような過程を経て造られていくのかわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

RC造のﾗｰﾒﾝ構造と壁式構造の設計の基準を理解し、基本設計での躯体各部の大きさがわかる。

RC造の建築物の屋上防水の種類と施工方法がわかる。

動画をとおしてRC造の建築物がどのような過程を経て造られていくのかわかる。

S造の建築物の出来上がるまでのおおまかな順序、躯体（骨組）の施工手順がわかる。

S造の建築物に使用される骨組み、耐火被覆の必要性がわかる。

S造の代表的な構造について理解し、鉄骨どうしの接合方法や溶接用語がわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：建築物の設計には、設計者の意図があり、それに基づき各種ﾃﾞｻﾞｲﾝの建築物が造られています。建築・ｲﾝﾃﾘｱに携わる
者として、鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造、鋼構造の代表的な構造の基礎知識は必要不可欠です。

学習内容：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造（RC造）、鋼構造（S造）の代表的な構造の基本的事項や、各部位にはそれぞれ要求される基本的な
寸法や性能、仕上げの構法があることを学習し、設計に活かせるように知識を身に付けます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

RC造の建築物の出来上がるまでのおおまかな順序、躯体（骨組）の施工手順がわかる。

RC造の建築物で使用される基礎の種類がわかる。



インテリア科2年1期シラバス

No 3051205 科目コード 1032502

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 1

教科名 資格対策講座

科目名 資格対策講座11 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 講義 07）

作成者 大室浩明 08）

教科書 福祉住環境ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ検定試験３級公式テキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑨

備考

No 3051206 科目コード 2030102

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 1

教科名 建築設計製図

科目名 建築設計製図9 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 31.①建築設計製図 06）

授業形態 実習 07）

作成者 島田祐輔 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ③⑦⑧

備考

No 3051207 科目コード 2030602

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 1

教科名 建築設計製図

科目名 建築設計製図14 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 31.①建築設計製図 06）

授業形態 実習 07）

作成者 大室浩明 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑩

備考

上記を詳細図を見て、照明設備機器（照明・ｴｱｺﾝ・換気扇等）の記号や配置計画がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

商業施設のデザイン事務所での設計・デジタルシミュレーション業務インテリア全般の知識を活かし科目を担当。

施工図面の内容（展開図・家具図・各種詳細図）の作図概要や目的がわかる。

商業施設の平面詳細図（S＝１／３０）のﾄﾚｰｽがAutoCADを使用してできる。

上記を詳細図を見て、各種床仕上げの仕様（素材の種類、差材のﾒｰｶｰ、塗装仕上等）がわかる。

上記を詳細図を見て、各種床仕上げの下地材、施工方法がわかる。

商業施設の天井伏図（S＝１／３０）のﾄﾚｰｽがAutoCADを使用してできる。

上記を詳細図を見て、各種天井仕上げの仕様（素材の種類、差材のﾒｰｶｰ、塗装仕上等）がわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：施工図面、詳細図面などは、建築物を建設する際に必ず必要とされます。建築業界で最も普及しているAutoCAD応用編
として商業施設の施工図作図実習を行います。

学習内容：商業施設の詳細図のﾄﾚｰｽ実習をとおして、商業施設の概要、動線計画、内装計画、施工計画等とを学びます。建築
施工図全般の理解をし、平面図、天井伏図（S＝1／30）の作図技術を身につけます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

商業施設のｲﾝﾃﾘｱ計画、動線計画、内装計画、施工計画の概要がわかる。

施工図面の内容（平面図・天井伏図・電気設備図）の作図概要や目的がわかる。

二階建て住宅（吹き抜け案）の計画・設計ができる。

二階建て住宅（ｽｷｯﾌﾟﾌﾛｱ案）の計画・設計ができる。

二階建て住宅の断面図を適切に描くことができる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験（筆記・実技・提出課題）により、100点満点中60点以上を合格とする。

設計事務所での建築物の企画・設計業務・インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

二階建て住宅の参考事例における平面構成・立体構成の特徴がわかる。

二階建て住宅の断面図の読み方がわかる。

一般的な諸室の規模、およびｲﾝﾃﾘｱｴﾚﾒﾝﾄの大きさがわかる。

住宅における屋根、天井、開口部の形状とその断面的な特徴がわかる。

二階建て住宅のｸﾞﾙｰﾋﾟﾝｸﾞ、機能図作成、ｿﾞｰﾆﾝｸﾞができる。

二階建て住宅（基本案）の計画・設計ができる。

住宅メーカーの設計部でのデザイン・設計業務・インテリア全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：住宅設計やｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝにおいて、これまで設計の授業で学習してきたことに加え、住空間の「立体構成」（平面構成
や空間の高さ関係）を把握することは必要不可欠です。

学習内容：平面構成に加え、床ﾚﾍﾞﾙ差、窓と光の関係、吹抜による上下階の連動、屋根形状と小屋裏空間の利用の仕方、階段
による視点変化を学習し、二階建ての住宅の計画をおこないます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

二階建て住宅を設計する上での、ｴｽｷｽの流れがわかる。

介護保険制度の背景にある日本の住環境の住宅計画学的な問題点が具体的にわかる。

07）の問題点についての具体的な解決方法がわかる。

福祉住環境ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの定義と社会的役割がわかる。

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰとﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの２つの思想の歴史的背景と意味の違いがわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

少子高齢社会の現状と課題について、人口統計や社会構造からﾃﾞｰﾀとしてわかる。

介護保険制度の誕生した背景と概要がわかる。

介護保険制度の誕生した背景と概要及び利用するための基本的内容がわかる。

介護保険に関連するﾋﾞｼﾞﾈｽ（住宅ﾘﾌｫｰﾑ・福祉機器のﾚﾝﾀﾙ・訪問介護）の概要がわかる。

高齢者の為の国の施策[高齢社会対策基本法][高齢社会対策大綱][少子高齢社会大綱]の内容がわかる。

少子社会のための国の施策である[ｴﾝｾﾞﾙﾌﾟﾗﾝ][少子化対策ﾌﾟﾗｽﾜﾝ]の内容がわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：高齢者が増えた観点からも住宅整備の必要性が叫ばれています。2000年からｽﾀｰﾄした介護保険制度を背景として福祉
住環境ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ検定試験3級の合格を目指します。

学習内容：上記3級公式ﾃｷｽﾄに基づく受験対策講座です。介護保険制度の実施による、福祉と住環境の様々な連携事項について
理解し学びます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目



インテリア科2年2期シラバス

No 3052201 科目コード 1021202

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 2

教科名 建築施工

科目名 建築施工1 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 34.⑧建築生産 06）

授業形態 講義 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑧⑨

備考

No 3052202 科目コード 1021502

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 2

教科名 建築計画

科目名 建築計画1 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 20.②建築計画 06）

授業形態 講義 07）

作成者 大室浩明 08）

教科書 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾌﾞｯｸ＆福祉機器ｶﾀﾛｸﾞ(TOTO) 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑨

備考

No 3052203 科目コード 1030502

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 2

教科名 建築計画

科目名 建築計画10 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03） 開閉方法（左右開閉、上下開閉）別に、光の取り入れ方、外部からの視線、使い勝手などがわかる。

回数 8 04） ｶｰﾃﾝ（=ﾋﾀﾞを取ったもの）の各部の名称や形状、特徴についてわかる。

必修・選択 必修 05） ｶｰﾃﾝ以外（ﾒｶもの：ｼｪｰﾄﾞ、ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ、ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝなど）についてわかる。

省庁分類 - 06） ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(機能性ﾚｰﾙ、装飾ﾚｰﾙ)、ﾁｬｲﾙﾄﾞｾｰﾌﾃｨ（子供の事故防止）についてわかる。

授業形態 講義 07） ｶｰﾃﾝの採寸・見積、品質表示についてわかる。

作成者 鈴木俊恵 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑤⑦

備考

No 3052204 科目コード 1030702

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 2

教科名 建築材料

科目名 建築材料2 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 25.⑦建築材料 06）

授業形態 講義 07）

作成者 李正浩 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑥⑦

備考

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

大手ゼネコンでの構造設計実務及び付属の研究所にて鉄骨・コンクリートに関する研究実績を活かし科目を担当。

鉄筋の構造的な役割、性質やその働きがわかる。

測定・試験を行い、鉄筋の力学特性・引張強度がわかる。

測定・試験を行い、硬化コンクリートの力学特性・強度がわかる。

学習内容：本講座では、建築の代表的な構造である鉄筋コンクリート構造に用いられる主要材料であるコンクリート・鉄筋の
種類と品質やその材料の力学特性、コンクリートと鉄筋の一体性などについて学びます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

コンクリートの構成材料やその性質・作り方がわかる。

コンクリートのスランプ試験方法がわかる。

コンクリートの空気量の測定方法がわかる。

圧縮強度試験用供試体の製作方法がわかる。

各自が作成した住宅ﾌﾟﾗﾝを元に、「ﾌｧﾌﾞﾘｯｸｽ」実習と連動して、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞが作成できる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

インテリアコーディネーターの業務でのインテリア全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：安全で快適な生活空間を提供する為には使用される材料の特性を正確に捉えることは非常時に重要です。材料の製
作・検査の作業の流れを体験的に学習し、技術者としての資質を養うことを目標とします。

学習内容：ｶｰﾃﾝ、ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞに代表される、ｳｨﾝﾄﾞｰﾄﾘｰﾄﾒﾝﾄについて学びます。校外学習（2社見学）をはさみ、ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ実習を
行ってﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞを作成します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

ｳｨﾝﾄﾞｰﾄﾘｰﾄﾒﾝﾄの歴史（発達してきた過程）がわかる。

ｳｨﾝﾄﾞｰﾄﾘｰﾄﾒﾝﾄの役割・現在の暮らしで求められている機能がわかる。

校外学習：ｶｰﾃﾝ、ﾒｶものの企業計2社のｼｮｰﾙｰﾑで、これまだ学んだことを現物で体感できる。

校外学習：上記2社のｼｮｰﾙｰﾑで、自分のﾌﾟﾗﾝのための商品ｾﾚｸﾄを行い、ｻﾝﾌﾟﾙを請求することができる。

住宅性能表示制度について、特にトイレと浴室の等級５～等級１についての設計基準詳細がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

住宅メーカーの設計部でのデザイン・設計業務・インテリア全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：住宅のｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝでは、必ず必要なｱｲﾃﾑ。最近はヒダを取ったｶｰﾃﾝだけではなく、さまざまなｽﾀｲﾙや商品がある。「ﾌｧ
ﾌﾞﾘｯｸｽ」と連動しながら、理解を深め、社会に出てすぐに役立つ知識を身に付ける為に学習します。

上記に関連する介護保険適用福祉機器（ﾊﾞｽﾘﾌ等）の機能や用途を理解しｶﾀﾛｸﾞから選択できる。

要支援、要介護、障害者の３つのレベル別の洗面脱衣室の設計計画ができる。

上記に関連する福祉用具（車椅子対応洗面台等）の機能や用途を理解しｶﾀﾛｸﾞから選択できる。

高齢者に配慮したキッチンの設計計画ができ、それに適するｼｽﾃﾑｷｯﾁﾝをｶﾀﾛｸﾞから選択できる。

介護保険に適用される福祉用具と住宅改修の商品についての知識をもち、これを選択できる。

住宅性能表示制度の概要がわかる。

必要性：高齢者が増えた観点からも住宅整備の必要性が叫ばれています。介護保険制度に対応する高齢者対応の水回り空間を
理解し、それに関連する福祉機器について学びます。

学習内容：TOTOのカタログブック2冊を教材とし、福祉住環境ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ3級レベルの対応しながらも、より実務的レベルで高齢
者のための水回り空間とその関連福祉機器について学びます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

要支援、要介護、障害者の３つのレベル別のトイレの設計計画ができる。

上記に関連する介護保険適用福祉機器（ﾄｲﾚﾘﾌﾄ等）の機能や用途を理解しｶﾀﾛｸﾞから選択できる。

要支援、要介護、障害者の３つのレベル別の浴室の設計計画ができる。

コンクリートの材料（セメント、骨材）、性質、試験方法がわかる。

鉄骨工事の中の高力ボルトの仕組み、溶接の種類がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、施工計画全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

ネットワーク手法の用語と意味、計算方法がわかる。

二級建築士問題のネットワーク工程表の計算問題を解くことができる。

床・壁・天井の施工方法、石膏ボードの張付け方法・養生期間がわかる。

工事現場で使用される材料の品質管理の方法がわかる。

工事現場での木工事の方法・木工事で使用される金物がわかる。

コンクリートの製造所から運搬、打込みまでの基本事項がわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：建築・ｲﾝﾃﾘｱに携わる者として、お客様が満足する建物を提供するためには、密実な計画のもと作業を行わなければな
りません。卒業後の二級建築士の取得を目指し学習します。

学習内容：施工計画の大まかな把握とネットワーク工程表の読み取り、内装工事、木工事、鉄筋コンクリート工事、鉄骨工
事、ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰと二級建築士の問題を中心に講義を行います。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

施工計画の概要、設計図書の種類、事前調査、工事管理の方法、工程表の種類がわかる。

現場管理、安全管理、品質管理の重要性がわかる。



インテリア科2年2期シラバス

No 3052205 科目コード 1030802

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 2

教科名 建築材料

科目名 建築材料3 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 講義 07）

作成者 鈴木俊恵 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑥⑦

備考

No 3052206 科目コード 1031702

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 2

教科名 資格対策講座

科目名 資格対策講座3 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 講義 07）

作成者 今野祐二 08）

教科書 ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ総合版 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑧⑨

備考

No 3052207 科目コード 1031802

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 2

教科名 資格対策講座

科目名 資格対策講座4 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 講義 07）

作成者 大室浩明 08）

教科書 ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ総合版 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ④⑦

備考

No 3052208 科目コード 1032602

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 2

教科名 資格対策講座

科目名 資格対策講座12 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 講義 07）

作成者 大室浩明 08）

教科書 福祉住環境ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ検定試験３級公式テキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑨

備考

ﾗｲﾌｽﾀｲﾙの変化に伴う、ｹｱﾊｳｽ、ｺﾚｸﾃｨﾌﾞﾊｳｼﾞﾝｸﾞ等の新しい高齢者の住まい方がわかる。

住宅だけではなく街づくりレベルでの福祉住環境の国の施策、方針、現状がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

住宅メーカーの設計部でのデザイン・設計業務・インテリア全般の知識を活かし科目を担当。

福祉住環境整備のための段差解消技術、手すりの選択、適切な建具選択等ができる。

福祉住環境整備のための浴室、洗面脱衣室、トイレの適切な設備機器の選択と設計ができる。

介護保険に適用されるすべての福祉用具の商品知識をもち、これを選択できる。

介護保険に適用される住宅改修の概要がわかる。

認知症や廃用症候群等の高齢者特有の主な疾病の特徴と症状がわかる。

肢体不自由者、視覚障害者、聴覚言語障害者等、主な障害者の特徴と症状がわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：高齢者が増えた観点からも住宅整備の必要性が叫ばれています。2000年からスタートした介護保険制度を背景として
福祉住環境コーディネーター検定試験3級の合格を目指します。

学習内容：上記3級公式テキストに基づく受験対策講座です。介護保険制度の実施による、福祉と住環境の様々な連携事項につ
いて理解し学びます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

福祉用具の定義、役割、分類についてわかる。

様々な杖、歩行器、車椅子の使用目的と機能についてわかる。

太陽熱集熱器、太陽光発電、ﾀﾞｲﾚｸﾄｹﾞｲﾝ、ﾄﾛﾝﾌﾟｳｫｰﾙ等、太陽光と利用した省エネｼｽﾃﾑの概要がわかる。

ｴｱｻｲｸﾙ住宅等、最新のﾊﾟｯｼﾌﾞｿｰﾗｰﾊｳｽの原理がわかる。

上記9項目を踏まえ「省ｴﾈ基準適合住宅の義務化」に向けてICとしての姿勢を準備できる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

住宅メーカーの設計部でのデザイン・設計業務・インテリア全般の知識を活かし科目を担当。

ｼｽﾃﾑｷｯｯﾁﾝに関連する加熱機器、換気扇、食器洗い機等の特徴を理解し、それぞれ選択できる。

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰに配慮した浴室計画ができ、浴槽の形態と素材の特徴を理解し、それぞれ選択できる。

ﾄｲﾚの種類（ｻｲﾎﾝ式、ｻｲﾎﾝｾﾞｯﾄ式等）と特徴を理解し、その選択ができ、また節水式ﾄｲﾚについてもわかる。

戸建住宅や集合住宅の給排水設備の概要と設計における注意事項のﾎﾟｲﾝﾄについてわかる。

ｴﾈﾌｧｰﾑ、ｴｺｳｨﾙ等のｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑやｴｺｷｭｰﾄ等のﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｼｽﾃﾑの特徴がわかる。

ｼｯｸﾊｳｽ症候群の概要とそれに対応する最新の換気ｼｽﾃﾑ（ﾛｽﾅｲ、ｼﾛｯｺﾌｧﾝ等）についてわかる。

建築設備の設計施工に携わり、機械設備・施工の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ対策講座販売編の合格を目指し特にその関連住宅設備について学ぶ。併せて「省ｴﾈ基準適合住宅の義
務化」に向けた省エネ設備機器と省ｴﾈ住宅計画について学びます。

学習内容：ｷｯﾁﾝ、浴室、洗面を中心とした水回りの設備設計、設備機器、併せて、ｴｺｷｭｰﾄ、ｴﾈﾌｧｰﾑ等の省ｴﾈ設設備機器、またｴ
ｱｻｲｸﾙ住宅等の最新の省ｴﾈ住宅計画技術について学びます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

ｼｽﾃﾑｷｯﾁﾝの定義、各部の名称、ﾚｲｱｳﾄﾊﾟﾀｰﾝ、ｶｳﾝﾀｰ等の各種仕様の特徴を理解しそれぞれ選択できる。

音の3要素、人間の聴感特性、音の表し方（単位）、音の性質がわかる。

音の大きさの測定方法、遮音・吸音に関する事項がわかる。

光の性質と視覚の関係、光の尺度（測光量）についてわかる。

採光に関係する昼光率や窓の位置関係、日照や日影に関する事項がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

屋外環境と室内環境に関する事項がわかる。

伝熱に関する事項がわかる。

室内の熱環境と冷暖房に関する事項がわかる。

体感温度に係る要因と温熱指標についてわかる。

湿度と結露の関係、表面結露や内部結露の防止対策がわかる。

自然換気、機械換気の方法や通風についてわかる。

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

インテリアコーディネーターの業務でのインテリア全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：インテリアコーディネータ試験に出題される環境分野に関する知識を学習し、問題を解くことが出来ることを目標と
します。

学習内容：温熱環境では屋外環境と室内環境・伝熱・室内の熱環境と冷暖房・体感温度・湿度と結露・結露防止対策・換気と
通風、音環境では音の性質と尺度・音の測定と調整、光環境では光の性質と尺度・採光と日照を学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

壁紙（業界内ではｸﾛｽと呼ぶ）について、壁装材の歴史、種類・製法・特徴、施工、法規などがわかる。

壁紙が現在求められているﾃﾞｻﾞｲﾝ性（ｱｸｾﾝﾄｸﾛｽ）、機能（使い勝手、健康や環境への考慮）などがわかる。

校外学習：企業計2社(世界のﾊｲｸﾞﾚｰﾄﾞﾌｧﾌﾞﾘｯｸ１社を含む)で、これまだ学んだことを現物で体感できる。

校外学習：上記１社（ｶｰﾃﾝ･壁紙）ｼｮｰﾙｰﾑで、自分のプランのための商品ｾﾚｸﾄを行い、ｻﾝﾌﾟﾙを請求できる。

各自が作成した住宅ﾌﾟﾗﾝを元に、「ｳｨﾝﾄﾞｰﾄﾘｰﾄﾒﾝﾄ」実習と連動して、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞが作成できる。

評価方法

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

「布」について、織の種類（平織、綾織りなど）、繊維の種類（天然繊維、化学繊維）などがわかる。

「布」について、染めの種類、仕上加工の種類、ｲﾝﾃﾘｱﾌｧﾌﾞﾘｯｸの種類と使い方などがわかる。

ｶｰﾍﾟｯﾄについて、歴史、種類・用途・素材・織り方、使い方・敷き方などがわかる。

ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱについて、種類、特徴、用途がわかる。

畳について、特徴、素材・構造、製造過程、現在のｲﾝﾃﾘｱに合った使い方などがわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：ｲﾝﾃﾘｱにおいて、繊維製品は重要なｴﾚﾒﾝﾄの１つです。校外授業では、代表的なｲﾝﾃﾘｱﾌｧﾌﾞﾘｯｸｽを扱う会社を2社見学
し、社会に出てすぐに役立つ知識を習得します。

学習内容：ｲﾝﾃﾘｱﾌｧﾌﾞﾘｯｸｽの基礎として、ﾌｧﾌﾞﾘｯｸ（布）の種類、素材の特徴を学び、どういう製品に使われているかを学びま
す。ｶｰﾍﾟｯﾄ、壁装材としてのｸﾛｽについても基礎を学びます。



インテリア科2年2期シラバス

No 3052209 科目コード 2030202

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 2

教科名 建築設計製図

科目名 建築設計製図10 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 31.①建築設計製図 06）

授業形態 実習 07）

作成者 島田祐輔 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑤⑥⑦⑧⑨

備考

No 3052210 科目コード 2030702

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 2

教科名 建築設計製図

科目名 建築設計製図15 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 31.①建築設計製図 06）

授業形態 実習 07）

作成者 大室浩明 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑩

備考

No 3032211 科目コード 2040502

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 2

教科名 リアルジョブプロジェクト

科目名 リアルジョブプロジェクト5 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03） 問題発見に向け、技術者としての問題意識をもって、現状の問題点を指摘することができる。

回数 15 04） 問題発見に向け、グループディスカッション等において他者の話を聞くことができる。

必修・選択 必修 05） 問題発見に向け、グループディスカッション等において自分の意見を伝えることができる。

省庁分類 - 06） 問題発見に向け、グループで話し合った内容を、適切にまとめ、報告することができる。

授業形態 実習 07）

作成者 白井雅哲 08）

教科書 - 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂　昭司

実務教員 〇

該当DP -

備考 設計事務所にて建築物の企画・設計業務を経験。企画業務でのプロジェクトマネージメント経験を活かし科目を担当。

問題設定に向け、現状の問題点から解決すべき課題を提案することができる

問題発見をとおして設定した課題の社会的な意義等を適切に説明することができる。

評価方法

①授業評価は「学習評価ルーブリック表」を用いて授業ごとに実施する。
②履修判定評価は「履修判定評価ルーブリック表」を用いて期末に実施する。
③個々の学生の成長を「学生成長評価ルーブリック表およびレーダーチャート」を用いて記録する。

問題設定に向け、これまでに修得した専門知識・技術を活用することができる。

問題設定に向け、筋道をたてて(論理的に)考えることができる。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

問題発見に向け、関連する情報を収集することができる。

問題発見に向け、収集した情報を整理・分析・考察することができる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

商業施設のデザイン事務所での設計・デジタルシミュレーション業務インテリア全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：将来、実務において仕事を進めていくためには、専門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コミュニケー
ション能力などの「社会性（社会で活躍する力）」を身につけていることが重要です。

学習内容：２期においては、専門性をとおしてどのような問題解決に取り組むか、仲間と話し合いながら自分たちが取り組む
課題の発見・設定に取り組みます。

家具図を見て、その家具が立体的にイメージでき、その仕様（木質、塗装、仕上げ等）がわかる。

上記家具図（S.1/10)のトレースが作図AutoCADを使用してできる。

建具詳細図（S.1:10）を見てその仕様（素材・塗装等）や納まりがわかり、立体的にイメージできる。

製作サッシ、ガラス間仕切り等のサッシ詳細図（1:10）の仕様、納まりがわかり立体的にイメージできる。

電気図と平面図の関係を理解し、照明、設備の各種記号の意味がわかる。

学習内容：AutoCADソフトを使用し施工図作成技術を身につけ、建築施工図全般を理解します。特に2期では展開図
（S=1/30）、家具図（S=1/10）の作図技術を身につけます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

施工図全般（平面図・天井伏図・設備図・展開図・家具図・各種詳細図）の作図概要がわかる。

平面図と展開図の関係、展開図と断面図の違いを理解し、また4面の展開図からその空間を立体的にわかる。

展開図を見て、床仕上げ、壁仕上げ、天井仕上げが理解でき、その塗装仕様、素材メーカーがわかる。

上記展開図（S.1/30)のトレース作図がAutoCADを使用してできる。

基本計画案の比較検討により、二世帯住宅の最終案（新たなｲﾝﾃﾘｱﾃｲｽﾄの提案）の設計ができる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験（筆記・実技・提出課題）により、100点満点中60点以上を合格とする。

設計事務所での建築物の企画・設計業務・インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：施工図面、詳細図面などは、建築物を建設する際に必ず必要とされます。建築業界で最も普及しているAutoCAD応用編
として商業施設の施工図作図実習を行います。

敷地の調査方法（形状、各種境界線、高低差、前面道路・遊歩道の状況、交通状況など）がわかる。

住宅の設計事例から、その空間構成やｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝの特徴がわかる。

設計課題の対象敷地において敷地調査を行い、「敷地環境調査シート」の作成ができる。

敷地条件の関連法規に関する計算や作図（建蔽率・容積率の計算／高さ制限斜線の作図など）ができる。

二世帯住宅の「基本計画案A・B・C案（３案）」の設計ができる。

基本計画案の「計画のねらい」「計画の特徴」「計画の問題点」を挙げ、３案の比較検討ができる。

必要性：住宅設計やｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝにおいて設計条件や計画敷地の検討は必須であり、設計実習においても実際のﾃﾞｻﾞｲﾝ現場と同
じ過程で課題に取り組む必要性がある。２年２期は住空間の総合的かつ実践的な提案を行います。

学習内容：二世帯住宅の設計。設計にあたり各種条件の理解と把握、敷地調査の実施、関連法規に関する計算・作図などを行
い、より実践的な設計課題に取り組む。更に新たなｲﾝﾃﾘｱﾃｲｽﾄ・ﾗｲﾌｽﾀｲﾙの提案を行います。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

設計条件（良好な住環境の提案／家族のつながりへの提案）がわかる。

敷地条件（敷地所在地と面積／周辺環境／関連法規／その他の与条件）がわかる。

建築条件（施主の家族構成／空間構成への要望／外部空間の要望／空間ﾃｲｽﾄへの要望）がわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由



インテリア科2年3期シラバス

No 3053201 科目コード 1030302

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 3

教科名 建築計画

科目名 建築計画8 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05） ショールームなどで実際の照明器具に触れ、照明のデザインや設計思想がわかる。

省庁分類 21.③建築環境工学 06） 空間の用途に応じた明るさや照明手法がわかる。

授業形態 講義 07）

作成者 篠塚泉 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑤⑦

備考

No 3053202 科目コード 1030902

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 3

教科名 建築材料

科目名 建築材料4 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 25.⑦建築材料 06）

授業形態 講義 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑥⑦

備考

No 3053203 科目コード 1031002

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 3

教科名 建築材料

科目名 建築材料5 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 25.⑦建築材料 06）

授業形態 講義 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑥⑦

備考

No 3053204 科目コード 1031902

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 3

教科名 資格対策講座

科目名 資格対策講座5 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05） 各種構造の床の下地の種類、仕上げ材料の種類（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ、畳、ﾀｲﾙ、石材、塗装材等）がわかる。

省庁分類 - 06）

授業形態 講義 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ④⑤⑥⑦

備考

壁の施工方法がわかる。

壁紙に関する規格・品質表示やｲﾝﾃﾘｱに関する法規やﾏｰｸがわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

各種構造の天井の下地の種類、仕上げ材料の種類（壁紙、木質系、無機質系等）がわかる。

天井の施工方法がわかる。

床に求められる性能（耐摩耗性、耐衝撃性、耐水性、防水性、耐熱性、防滑性、断熱性等）がわかる。

床の施工方法がわかる。

壁に求められる性能（防火性能、防水性能、防汚性能、防カビ性能、遮音性能、断熱性能等）がわかる。

各種構造の壁の下地の種類、仕上げ材料の種類（壁紙、木質系、無機質系、ﾀｲﾙ、石材、塗装材等）がわかる。

設計事務所での建築物の企画・設計業務・インテリア全般の材料の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：数多くの建築材料の適材適所の選択が出来るように学習を行います。また、ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ資格試験合格を目指すた
めに必要となる建築材料の知識を身に付けるため学習します。

学習内容：各種構造の床、壁、天井の下地・仕上材（壁紙、木質系、無機質系、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ、畳、ﾀｲﾙ、石材、塗装材、左官材）
と、材料に関する法規、ﾏｰｸを学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

天井に求められる性能（断熱性能、遮音性能、吸音性能、防露性能、防水性能、耐火性能等）がわかる。

塗装工事の基本事項がわかる。

学内体験学習：企業の方から説明を受け、珪藻土の基本事項から深い知識まで得ることができる。

学内体験学習：左官の体験授業をとおして、左官作業のの難しさ、楽しさがわかる。

校外学習：：企業のｼｮｰﾙｰﾑで体験授業をとおして、塗装作業の難しさ、楽しさがわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

左官材料の一般的な基本事項と硬化ﾌﾟﾛｾｽ（気硬性や水硬性）がわかる。

左官工事の基本事項（下塗りの表面処理と乾燥、ﾓﾙﾀﾙの調合と厚さ）がわかる。

左官材料の種類（ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ、石膏、ﾄﾞﾛﾏｲﾄ、しっくい等）と特徴がわかる。

塗料の一般的基本事項（概要、基本的分類、構成要素（顔料、樹脂類、溶剤）等）がわかる。

接着剤の種類（一液乾燥型、化学反応型、熱溶融型、粘着型）や基本事項がわかる。

塗料の種類（油性、合成樹脂、ﾜﾆｽ、ﾗｯｶｰ、漆・ｶｼｭｰ樹脂）と特徴がわかる。

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所での建築物の企画・設計業務・インテリア全般の材料の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：左官材料と塗装材料の一般的知識を身に付けることを目的に学習します。また、ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ資格試験合格を目指
すために必要となる塗装左官材の知識を身に付けるため学習します。

学習内容：左官材料の種類や特徴、硬化ﾌﾟﾛｾｽ（気硬性や水硬性）、左官工事の基本事項及び、塗装材料の種類や特徴、両分野
の工事に関しての基本事項を学習します。また、校外学習等で塗の体験も行います。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

石材の適材適所の使用方法、仕上と施工方法がわかる。

校外学習：企業のｼｮｰﾙｰﾑで実物をとおして、ﾀｲﾙの特質、原料、製造工程、成型方法等の基本事項がわかる。

校外学習：企業のｼｮｰﾙｰﾑで実物をとおして、石材の種類、特徴、仕上方、施工方法等の基本事項がわかる。

評価方法

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

ﾀｲﾙの歴史や素地質による分類、特質や製造方法（成型方法、釉の有無等）がわかる。

ﾀｲﾙの種類（内装(壁)ﾀｲﾙ、外装(壁)ﾀｲﾙ、床ﾀｲﾙ、ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ）がわかる。

ﾀｲﾙの施工方法（手張り、先付け、乾式）、ﾀｲﾙ張りの下地、張り付け材料、目地材料と目地形状がわかる。　

石材の種類（火成岩、水成岩、変成岩、花崗岩、安山岩、石灰岩、凝灰岩、砂岩、粘板岩、大理石）がわかる。

石材のそれぞれの種類による性質がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

照明デザイン事務所にて照明の設計業務に携わり、照明全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：適材適所に材料を選択し、適切に施工の知識を身に付けることを目的に学習します。また、ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ資格試験
合格を目指すために必要となるﾀｲﾙ石材の知識を身に付けるため学習します。

学習内容：ﾀｲﾙの製法・種類、適材を適所に用いることができるよう基本事項を学びます。石材に関しては、種類によって採用
可能な箇所が大きく異なり、石材種別ごとの特性を把握し、施工方法や留意点を学習します。

白熱灯、蛍光灯、HIDランプ、LEDなど用途や特性がわかる。

照明器具の種類、名称、用途や使い方がわかる。

照明の調光や３路スイッチ、センサーなど照明設備の運用方法についてわかる。

空間の用途や明るさに合わせて照明器具の種類や数量を選定できる。

住宅の照明計画ができる。

住宅の照度計算をソフトウェアを使用してできる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：人間の知覚において大半は視覚であり、照明は視覚を構成する重要な空間要素の１つです。建築・インテリアで必要
な実践的な照明知識と照明計画を包括的に学習します。

学習内容：1年次で学んだ照明の基礎知識を土台として、IC資格試験出題の単位、光源、用語の解説や実践的な照明計画、照度
計算などを講義や実技を通じて学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

照明の単位や用語がわかる。

色温度、演色性などの光の評価方法がわかる。



インテリア科2年3期シラバス

No 3053205 科目コード 1032002

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 3

教科名 資格対策講座

科目名 資格対策講座6 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 講義 07）

作成者 鈴木俊恵 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ④⑦

備考

No 3053206 科目コード 2030302

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 3

教科名 建築設計製図

科目名 建築設計製図11 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 32.⑩その他 06）

授業形態 実習 07）

作成者 島田祐輔 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ②④⑤⑥⑦⑧⑨

備考

No 3033207 科目コード 2040602

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 3

教科名 リアルジョブプロジェクト

科目名 リアルジョブプロジェクト6 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 実習 07）

作成者 白井雅哲 08）

教科書 - 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂　昭司

実務教員 〇

該当DP -

備考

No 3053208 科目コード 2060202

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 3

教科名 長野実習

科目名 長野実習2 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 研修 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 インテリアコーディネーター１次試験過去問題 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ④⑤⑥⑦

備考

ｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲の住宅設備がわかる。

ｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲の材料がわかる。

ｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲の住宅と社会がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

ｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲のインテリア計画がわかる。

ｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲の環境工学がわかる。

ｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲の構造と施工がわかる。

ｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲の表現技法がわかる。

ｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲の色彩と造形がわかる。

ｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲の建築関連法規がわかる。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務を経験。企画業務でのプロジェクトマネージメント経験を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：10月に行われるｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ資格試験合格を目指すため、ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの幅広い学習分野の問題に多く触れ、得
点力ｱｯﾌﾟを図ります。

学習内容：ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの過去問題集、外部団体の模擬問題を使用し、ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲全般を学
習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

ｲﾝﾃﾘｱｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ一次試験（学科）出題範囲のインテリアの歴史がわかる。

問題解決に向け、工程表および予算書を提案することができる。

問題解決に向け、解決のための方法や手順を計画書(企画書)にまとめることができる。

評価方法

①授業評価は「学習評価ルーブリック表」を用いて授業ごとに実施する。
②履修判定評価は「履修判定評価ルーブリック表」を用いて期末に実施する。
③個々の学生の成長を「学生成長評価ルーブリック表およびレーダーチャート」を用いて記録する。

問題解決に向け、グループディスカッション等において自分の意見を伝えることができる。

問題解決に向け、グループで話し合った内容を、適切にまとめ、報告することができる。

問題解決に向け、これまでに修得した専門知識・技術を活用することができる。

問題解決に向け、筋道をたてて(論理的に)考えることができる。

問題解決に向け、技術者として解決のための方法や手順を提案することができる。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

問題解決に向け、関連する情報を収集することができる。

問題解決に向け、収集した情報を整理・分析・考察することができる。

問題解決に向け、グループディスカッション等において他者の話を聞くことができる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験（筆記・実技・提出課題）により、100点満点中60点以上を合格とする。

設計事務所での建築物の企画・設計業務・インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：将来、実務において仕事を進めていくためには、専門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コミュニケー
ション能力などの「社会性（社会で活躍する力）」を身につけていることが重要です。

学習内容：３期においては、前期に設定した課題をどのように解決していくのか、他の学科や企業との連携もふまえ、その解
決策の「企画提案」に取り組んでいきます。

ﾚｲｱｳﾄ(ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ)のﾋﾞｼﾞｭｱﾙ表現方法がわかる。

自分の設計プロセスを取り纏めて、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝとして構成することができる。

二世帯住宅の各図面を、線種、着色、陰影、添景などのﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞ表現を用いて作図できる。

設計ﾀｲﾄﾙ、ｺﾝｾﾌﾟﾄなどの文字情報を、ﾃﾞｻﾞｲﾝに合わせた書体構成や文字組みなどができる。

３ＤＣＧ（ﾊﾟｰｽ、ﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑ）などのｸﾞﾗﾌｨｯｸを、設計主旨に即した表現によって作図ができる。

図面、文字情報、ｸﾞﾗﾌｨｯｸなどをﾋﾞｼﾞｭｱﾙとして美しく、かつ設計意図が伝わるようにﾚｲｱｳﾄできる。

学習内容：二世帯住宅設計のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ実習。2年3期では二世帯住宅最終案の図面、ｺﾝｾﾌﾟﾄ、ｸﾞﾗﾌｨｯｸなどをﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾎﾞｰ
ﾄﾞにまとめ、ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾂｰﾙを用いた表現手法により実践的に学びます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

設計ﾌﾟﾛｾｽ(設計条件・敷地条件・建築条件・ｲﾝﾃﾘｱｴﾚﾒﾝﾄ・二世帯住宅の最終案)がわかる。

図面(配置図・平面図・立面図・断面図・展開図等)の適切なﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞ表現手法がわかる。

文字情報(ﾀｲﾄﾙ・ｺﾝｾﾌﾟﾄ・ｷｬﾌﾟｼｮﾝ・ｷｰﾜｰﾄﾞ等)のﾀｲﾎﾟｸﾞﾗﾌｨ表現手法がわかる。

３ＤＣＧ、手描きｽｹｯﾁ(外観、内観、ﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑ等)のｸﾞﾗﾌｨｯｸ表現手法がわかる。

和の食卓と伝統の設え（茶室の設え）の基本事項がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

インテリアコーディネーターの業務でのインテリア全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝにおいてﾃﾞｻﾞｲﾝ提案は実務上において重要であり、特にCADや3DCGなどのﾃﾞｼﾞﾀﾙﾂｰﾙを用いたﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ
は必須と言えます。それらを用いた実践的なﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ実習が必要になります。

家具や設備、内装材以外のｲﾝﾃﾘｱｴﾚﾒﾝﾄとして、ｱｰﾄや小物のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄの仕方がわかる。

空間の仕上として、ｱｰﾄや雑貨までｲﾝﾃﾘｱとして提案できる。

ｲﾝﾃﾘｱｸﾞﾘｰﾝ（観葉植物）について種類や特徴など基本事項がわかる。

ｲﾝﾃﾘｱｸﾞﾘｰﾝのｲﾝﾃﾘｱへの取り入れ方がわかる。

住空間の外回りとしてのｴｸｽﾃﾘｱの基本事項がわかる。

洋の食卓とｷｯﾁﾝ用品（調理道具）の種類などの基本事項がわかる。

必要性：主役ではないが、生活を豊かにするｴﾚﾒﾝﾄになります。基本事項を学び、住宅のＣＧ作成時に活かします。また、ｲﾝﾃﾘ
ｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ資格試験合格を目指すために必要となるｵｰﾅﾒﾝﾄの知識を身に付けるため学習します。

学習内容：主役ではないが暮らしの中で欠くことのできないｲﾝﾃﾘｱのｴﾚﾒﾝﾄとして、ｵｰﾅﾒﾝﾄ、ｸﾞﾘｰﾝとｴｸｽﾃﾘｱ、ﾃｰﾌﾞﾙｳｴｱとｷｯﾁﾝ用
品、という異なった３つのｼﾞｬﾝﾙの基礎知識を学習し、現在の生活の中での位置づけ知ります。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

ﾚﾍﾞﾙの高いｲﾝﾃﾘｱの仕上げとして、本物のｱｰトと手軽に楽しめるｲﾝﾃﾘｱ小物に関して、基本事項がわかる。

ｲﾝﾃﾘｱの中でのｱｰﾄを中心に、ｱｰﾄの種類（技法）がわかる。

美術館にある作品だけがｱｰﾄではないことがわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由



インテリア科2年4期シラバス

No 3054201 科目コード 1031102

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 4

教科名 建築法規

科目名 建築法規1 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 28.⑨建築法規 06）

授業形態 講義 07）

作成者 丸山千春 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑧⑨

備考

No 3054202 科目コード 1031302

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 4

教科名 構造力学

科目名 構造力学1 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 23.⑤構造力学 06）

授業形態 講義 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑧

備考

No 3054203 科目コード 1032102

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 4

教科名 資格対策講座

科目名 資格対策講座7 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 講義 07）

作成者 鈴木俊恵 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑦⑧⑨

備考

No 3054204 科目コード 1032202

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 4

教科名 資格対策講座

科目名 資格対策講座8 01）

単位 2 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 講義 07）

作成者 大室浩明 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ③

備考

期末に実施される履修判定試験（筆記・実技・提出課題）により、100点満点中60点以上を合格とする。

住宅メーカーの設計部でのデザイン・設計業務・インテリア全般の知識を活かし科目を担当。

上記の規格寸法に沿って、ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞｷｯﾁﾝの動線と連動したＬＤＫ計画（S=1/50）ができる。

主寝室や子供室に関連する主要寸法（各種ﾍﾞｯﾄﾞ、各種ｸﾛｾﾞｯﾄ、ﾅｲﾄﾃｰﾌﾞﾙ等）がわかる。

上記の規格寸法に沿って、主寝室や子供室のﾚｲｱｳﾄ計画（S＝1/50）ができる。

ＬＤＫの展開図（S=1/50)の作成ができる。

ＬＤＫの透視図（ｱｲｿﾒﾄﾘｯｸ／一消点）の作成ができる。

評価方法

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

ｷｯﾁﾝに関連する主要寸法（高さ、奥行き、長さ、ｼﾝｸ・ﾚﾝｼﾞ・冷蔵庫等）がわかる。

上記の規格寸法に沿ってｷｯﾁﾝのﾚｲｱｳﾄ計画S.1/50（I型・Ⅱ型・ｱｲﾗﾝﾄﾞ型・ﾍﾟﾆｼｭﾗﾝ型等）ができる。

ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞﾙｰﾑに関連する主要寸法（ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞﾃｰﾌﾞﾙ、ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞﾁｪｱ、食器棚、照明計画等）がわかる。

上記の規格寸法に沿ってｷｯﾁﾝの動線を考慮したﾀﾞｲﾆﾝｸﾞﾙｰﾑのﾚｲｱｳﾄ計画（S=1/50）ができる。

居間に関連する主要寸法（ｿﾌｧ、ｲｰｼﾞｰﾁｪｱ、TV、飾り棚、ﾛｰﾃｰﾌﾞﾙ、照明計画等）がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

インテリアコーディネーターの業務でのインテリア全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：顧客の要求を図面で表現するｽｷﾙはｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰに於いて必要不可欠です。ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ2次試験に対応し、かつ
顧客の要求に応じた実践的なＬＤＫのﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ手法を学びます。

学習内容：「木造戸建住宅のＬＤＫ計画」「独立したｷｯﾁﾝを持つﾜﾝﾙｰﾑﾏﾝｼｮﾝ」等、全6ﾃｰﾏについてｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ2次試験過去
問題を通してﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ手法について学びます。

ﾋｰﾄｼｮｯｸと暖房計画についての論理的な文章が作成できる。

ｴｺﾗｲﾌ（環境･省ｴﾈ）のﾎﾟｲﾝﾄをおさえ論理的な文章が作成できる。

ﾘﾌｫｰﾑ（住んでいる住宅のﾘﾌｫｰﾑ・中古住宅を買ってﾘﾌｫｰﾑ）についての論理的な文章が作成できる。

施主の予算と実際のﾌﾟﾗﾝ見積との差について、解決方法等を理解し、論理的な文章が作成できる。

家族の変化（子育て中・二世帯・多世帯住宅・ﾍﾟｯﾄと暮らす）を理解し、論理的な文章が作成できる。

今どきの暮らしとｲﾝﾃﾘｱについて学び、それらに関する論理的な文章が作成できる。

学習内容：文章を書くためのいくつかのﾎﾟｲﾝﾄをﾏｽﾀｰし、実際に文章を書く訓練を重ねることで、文章作成力の向上を目指しま
す。毎回の授業で小論文作成の実習を行い、社会に出て役立つ文章力を身につけます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

文章を書く為の基本のﾙｰﾙ（原稿用紙の使い方など）がわかる。

論理的な文章の構成（結論をしっかり書く・その理由、具体例を挙げる・ 短文で書く）がわかる。 

自分の考えを文章で表現できる。

自分が書く文章の分量や時間配分が調整できる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ資格試験2次の対策講座だが、自分の考えを人に伝えられるように論理的な文章を書くことを学びま
す。社会に出るとｵﾌｨｼｬﾙな文章を書く機会が増える為、簡潔でわかりやすい文章が求められます。

構造物の形状や、荷重の種類や支点での反力の種類等、構造物の基本がわかる。

構造物の支点（移動・回転・固定）に発生する反力（水平・垂直・回転）がわかる。

反力や安定・静定を算式解法で求めることができる。

三角関数の基礎がわかる。

応力の種類を理解し、N図・Q図・M図が作成できる。

単純梁・片持ち梁の応力を求め、応力図が作成できる。

必要性：構造力学は建築物に建設時の、人の「生命」や「財産」を守るとても重要な確認ﾂｰﾙです。ｲﾝﾃﾘｱにおいてもﾘﾌｫｰﾑ時の
柱・梁の必要性の検討や、家具・装飾を取り付ける際の荷重計算などの検討に必要不可欠です。

学習内容：構造物に掛かる荷重の流れ（外から掛かる荷重と反力、部材の内部で発生している応力の基礎まで）を学習しま
す。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

なぜｲﾝﾃﾘｱ・建築を志す上で構造力学の知識が必要なのかわかる。

構造力学を理解する上で基礎となる力をｲﾒｰｼﾞ図でわかる。

力の釣合いをｲﾒｰｼﾞ図だけではなく、ﾓｰﾒﾝﾄを利用し力の釣り合いを求めることができる。

建蔽率、容積率の定義がわかり、建蔽率、容積率制限に関する面積算定ができる。

高さに関する各種斜線制限の種類と防火地域、準防火地域の相違がわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所での建築物の企画・設計業務・インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

敷地面積、建築面積、床面積、延床面積の定義がわかり、建築面積等の面積算定ができる。

地盤面、建築物の高さ、最高高さ、階数、軒の高さ、地階の定義がわかり、高さ、階数等の算定ができる。

建築主、設計者、工事施工者、工事監理者、特定行政庁、建築主事等の建築基準法上の定義がわかる。

確認申請、中間検査、完了検査の定義と手続き方法がわかる。

道路の定義、敷地と建築物と道路の関係がわかり、法42条2項道路に対する敷地面積計算ができる。

都市計画区域、用途地域の種類、用途地域による建築用途制限の内容がわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：建築基準法は建築物の敷地、構造、設備及び用途についての最低基準を定めたものであり、国民の生命、健康、財産
の保護を図り、公共の福祉の増進に役立つことを目的とした設計者には取得不可欠な法律です。

学習内容：建築基準法の概要を把握、理解し、住宅設計に必要な建築基準法の法令文を法令集から正確に引用、行使できる方
法を解説、学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

建築基準法の概要と学ぶ必要性、法令の体系及び、条文を検索することと読むことができる。

建築、建築物、防火に関する用語の定義がわかり、それら用語の定義の条文を検索できる。



インテリア科2年4期シラバス

No 3054205 科目コード 2030402

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 4

教科名 建築設計製図

科目名 建築設計製図12 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 32.⑩その他 06）

授業形態 実習 07）

作成者 島田祐輔 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑩

備考

No 3054206 科目コード 2030802

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 4

教科名 建築表現技法

科目名 建築表現技法3 01）

単位 1 02）

履修時間 45 03）

回数 23 04）

必修・選択 必修選択 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 実習 07）

作成者 村田涼 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ③

備考

No 3054207 科目コード 2030902

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 4

教科名 建築造形実習

科目名 建築造形実習3 01）

単位 1 02）

履修時間 45 03）

回数 23 04）

必修・選択 必修選択 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 実習 07）

作成者 朝山 隆 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑤

備考

No 3054208 科目コード 2031202

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 4

教科名 測量実習

科目名 測量実習 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 32.⑩その他 06）

授業形態 実習 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP -

備考

測量機器の使い方を理解し、直接水準測量の実習（閉合水準測量）ができる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、施工計画全般の知識を活かし科目を担当。

平板測量放射法と道線法の原理と違いがわかる。

平板測量器具を使用し、平板測量放射法の実習ができる。

平板測量器具を使用し、平板測量道線法の実習ができる。

平板測量実習後の図面を求積図として作成できる。

水準測量の原理と特徴、水準測量で使用する測量器具（ﾚﾍﾞﾙ・標尺等）がわかる。

水準測量の原理がわかる。

必要性：建物を建設する時には、基準となる高さや面積等の情報が必要であり、測量実習ではそれらの情報を測量道具を使用
し得ることができます。ｲﾝﾃﾘｱを志す者にとってもその知識は必要不可欠となります。

学習内容：測量を行なう為に必要な測量方法（平板測量・水準測量）の知識と、道具（ｱﾘﾀﾞｰﾄﾞ・ﾚﾍﾞﾙ等）の知識を学び、実際
のﾌｨｰﾙﾄﾞでｸﾞﾙｰﾌﾟで測量を行います。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

測量と建築がどのような関りがあり、なぜ必要なのかがわかる。

平板測量の原理と特徴、平板測量器具（平板・ｱﾘﾀﾞｰﾄﾞ・求心器・下げ振り等）がわかる。

平板測量器具を使用し、正しく標定（整準・求心・定位）ができる。

CADで家具図面を描くことができる。

3面図やﾓﾃﾞﾙ、木取り図など、製作するまでに用意するものがわかる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

家具のデザイン事務所での家具設計の業務に携わり、家具の歴史、家具製作、木質材料の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

家具の構造に関するｶﾗｰｽﾗｲﾄﾞを見ることによって、より具体的な知識を深めることができる。

ｲﾝﾃﾘｱや建築ではない、家具図面の描き方がわかる。

透視図によるｽｹｯﾁの描き方がわかる。

模型があることによって3面図の見方や展開がわかる。

模型を作ることによって、ｲﾒｰｼﾞやｽｹｯﾁが立体としてわかる。

ｽﾁﾚﾝﾎﾞｰﾄﾞで1/5の家具模型を作ることができる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：ｲﾝﾃﾘｱ業務に於いては空間の理解だけでなく、家具や照明などのｴﾚﾒﾝﾄの理解も必要不可欠です。これらの相互の知識
習得によって初めてｲﾝﾃﾘｱの本質が見えてきます。

学習内容：1年次の家具製作を踏まえて、2年次では自分で家具をﾃﾞｻﾞｲﾝして製作するまでのﾌﾟﾛｾｽを学びます。家具の基本的な
知識、実製作のためのﾃﾞｻﾞｲﾝ作業を習得します。人の使用に耐えうるﾃﾞｻﾞｲﾝや構造を目指します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

家具の歴史やデザインに関するｶﾗｰｽﾗｲﾄﾞを見ることによって、より具体的な知識を深めることができる。

家具の材料に関するｶﾗｰｽﾗｲﾄﾞを見ることによって、より具体的な知識を深めることができる。

AdobePremiereでの動画・画像・音声を組み合わせて編集し、動画の書き出し・作成ができる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験（筆記・実技・提出課題）により、100点満点中60点以上を合格とする。

商業施設のデザイン事務所での設計・デジタルシミュレーション業務インテリア全般の知識を活かし科目を担当。

Shadeｱﾆﾒｰｼｮﾝのﾓｰｼｮﾝ・ｼﾞｮｲﾝﾄの基礎を学び、動画の作成ができる。

様々なｼﾞｮｲﾝﾄの使用方法を学び、自由自在に3D空間で物体を動かすことができる。

ﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄ・ｶﾒﾗｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの操作を学び、自由自在にｶﾒﾗﾜｰｸを作成できる。

ﾓｰｼｮﾝ検証をし、実際に動画撮影を行い、人の視線の動き方がわかる。

絵ｺﾝﾃを学び、各自制作する作品のｽﾄｰﾘｰを考え、絵ｺﾝﾃの作成ができる。

AdobePremiereの基礎を学び、ﾌｧｲﾙの取り込み方法や基本的なｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの理解がわかる。

設計事務所での建築物の企画・設計業務・インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：静止画や文字だけでは伝わりにくいｲﾒｰｼﾞを伝える為、ｱﾆﾒｰｼｮﾝを取り入れたﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝは頻繁に行われています。顧
客へ完成ｲﾒｰｼﾞなどを動画で表現する方法はｲﾝﾃﾘｱを志す者として覚えておきたいｽｷﾙになります。

学習内容：今まで学んできたShade3Dを発展させ、ｼﾞｮｲﾝﾄやﾓｰｼｮﾝ設定を学び、動画編集ｿﾌﾄであるAdobePremiereを学習し、そ
れらを組み合わせ動画の作成を行います。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

ｱﾆﾒｰｼｮﾝ・動画の基礎知識を学び、ﾌﾚｰﾑ・ｺﾏの概念がわかる。

ｸﾞﾙｰﾌﾟによる『敷地選定』、『敷地調査(現状把握／周辺環境／交通状況等の調査)』ができる。

ｸﾞﾙｰﾌﾟによる施設全体の『ﾃｰﾏ設定』、『ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝの計画』ができる。

ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝに基づき、個人計画部分の『空間ｲﾒｰｼﾞ』の作成ができる。

個人計画部分の空間ｲﾒｰｼﾞに基づき、『基本計画図』の作成ができる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験（筆記・実技・提出課題）により、100点満点中60点以上を合格とする。

ｺﾝｾﾌﾟﾄﾒｲｷﾝｸﾞ(ｱｲﾃﾞｨｱの選択過程／ｽｹｯﾁﾌﾞｯｸの活用方法)の手法がわかる。

商業施設の実例を通して、ｲﾝﾃﾘｱ空間の空間構成、ﾃﾞｻﾞｲﾝ手法がわかる。

商業施設の概論(商業施設の部門構成／空間構成／店舗種類／店舗計画)がわかる。

商業施設の新たなあり方(ｲﾍﾞﾝﾄ空間とは／残余空間の活用／ｱﾌｫｰﾀﾞﾝｽとは)がわかる。

店舗の空間構成（ｿﾞｰﾆﾝｸﾞ／基本計画／部分計画）がわかる。

商業施設ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ(飲食店・物販店)のｼｮｯﾌﾟｲﾒｰｼﾞの作成ができる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：商業施設は多種多様な業種があり、時代の先を行く提案や場所の特性を活かした提案など様々な要件が求められま
す。実務ではｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを行うことから、ｸﾞﾙｰﾌﾟによる設計提案に取り組む必要性があります。

学習内容：『商業施設の基本計画』の実習を行います。ｸﾞﾙｰﾌﾟによる敷地選定・敷地調査、ﾃｰﾏ設定、ﾏｽﾀｰプラン計画と、個人
計画による空間ｲﾒｰｼﾞと基本計画図の作成に取り組み、新たな商業施設を提案します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目



インテリア科2年4期シラバス

No 3034209 科目コード 2040702

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 4

教科名 リアルジョブプロジェクト

科目名 リアルジョブプロジェクト7 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 実習 07）

作成者 白井雅哲 08）

教科書 - 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂　昭司

実務教員 〇

該当DP -

備考

問題解決に向け、修正案を実行することができる。

評価方法

①授業評価は「学習評価ルーブリック表」を用いて授業ごとに実施する。
②履修判定評価は「履修判定評価ルーブリック表」を用いて期末に実施する。
③個々の学生の成長を「学生成長評価ルーブリック表およびレーダーチャート」を用いて記録する。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務を経験。企画業務でのプロジェクトマネージメント経験を活かし科目を担当。

問題解決に向け、工程および予算を管理することができる。

問題解決に向け、計画の進捗状況を把握・記録・報告することができる。

問題解決に向け、技術者として計画の進捗状況から新たな問題点を発見することができる。

問題解決に向け、新たな問題点の解決策を筋道をたてて(論理的に)考えることができる。

問題解決に向け、新たな問題点の修正案を立案することができる。

学習内容：４期においては、前期までに自分たちで考えた解決策にしたがい、仲間とともに解決策の実施に取り組んでいきま
す。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

問題解決に向け、計画書(企画書)にそって計画を実行することができる。

問題解決に向け、これまでに修得した専門知識・技術を活用することができる。

問題解決に向け、仲間と協力して行動することができる。

問題解決に向け、粘り強く取り組むことができる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：将来、実務において仕事を進めていくためには、専門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コミュニケー
ション能力などの「社会性（社会で活躍する力）」を身につけていることが重要です。



インテリア科2年5期シラバス

No 3055201 科目コード 1031202

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 5

教科名 建築法規

科目名 建築法規2 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 28.⑨建築法規 06）

授業形態 講義 07）

作成者 丸山千春 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑧⑨

備考

No 3055202 科目コード 1031402

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 5

教科名 構造力学

科目名 構造力学2 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 8 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 23.⑤構造力学 06）

授業形態 講義 07）

作成者 髙山寿一郎 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑧

備考

No 3055203 科目コード 2030502

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 5

教科名 建築設計製図

科目名 建築設計製図13 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 32.⑩その他 06）

授業形態 実習 07）

作成者 島田祐輔 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑩

備考

No 3055204 科目コード 2031002

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 5

教科名 建築表現技法

科目名 建築表現技法4 01）

単位 1 02）

履修時間 45 03）

回数 23 04）

必修・選択 必修選択 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 実習 07）

作成者 村田涼 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ③

備考

期末に実施される履修判定試験（筆記・実技・提出課題）により、100点満点中60点以上を合格とする。

商業施設のデザイン事務所での設計・デジタルシミュレーション業務インテリア全般の知識を活かし科目を担当。

AdobePremiereの基礎を学び、ﾌｧｲﾙの取り込み方法や基本的なｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのがわかる。

AdobePremiereでの動画・画像・音声を組み合わせて編集し、動画の書き出しができる。

Shade･Premiereを組み合わせ、3分程度の動画作品を制作することができる。

評価方法

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

絵ｺﾝﾃを学び、各自制作する作品のｽﾄｰﾘｰを考え、絵ｺﾝﾃの作成ができる。

ｱﾆﾒｰｼｮﾝ・動画の基礎知識を学び、ﾌﾚｰﾑ・ｺﾏの概念がわかる。

Shadeｱﾆﾒｰｼｮﾝのﾓｰｼｮﾝ・ｼﾞｮｲﾝﾄの基礎を学び、動画の作成ができる。

様々なｼﾞｮｲﾝﾄの使用方法を学び、自由自在に3D空間で物体を動かすことができる。

ﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝﾄ・ｶﾒﾗｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの操作を学び、自由自在にｶﾒﾗﾜｰｸを作成できる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験（筆記・実技・提出課題）により、100点満点中60点以上を合格とする。

設計事務所での建築物の企画・設計業務・インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：静止画や文字だけでは伝わりにくいｲﾒｰｼﾞを伝える為、ｱﾆﾒｰｼｮﾝを取り入れたﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝは頻繁に行われています。顧
客へ完成ｲﾒｰｼﾞなどを動画で表現する方法はｲﾝﾃﾘｱを志す者として覚えておきたいｽｷﾙになります。

学習内容：4期でShade･Premiereを用いてｱﾆﾒｰｼｮﾝを作成する基礎を学び、1分程度の動画を作成しました。今期では3分程度の
作品を絵ｺﾝﾃから考え制作し、卒業作品として仕上げ、卒業制作発表会に臨みます。

ｲﾝﾃﾘ模型の撮影方法(撮影の基本、構図、ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ)がわかる。

ｸﾞﾙｰﾌﾟによる『ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ計画』と、個人による『店舗計画』ができる。

ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝと個人店舗の『図面作成』ができる。

ｺﾝｾﾌﾟﾄに沿った表現や素材の活用によって『模型製作』ができる。

ｺﾝｾﾌﾟﾄを的確に表現する『模型写真の撮影』ができる。

計画をまとめて『ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの制作』ができる。

学習内容：今期では『商業施設の基本計画Ⅱ』の実習を行います。ｸﾞﾙｰﾌﾟによるﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝと個人計画の図面・模型作成、ﾌﾟﾚｾﾞ
ﾝﾃｰｼｮﾝ制作を行い、新たな商業施設を提案します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

ｲﾝﾃﾘｱ空間におけるﾃﾞｻﾞｲﾝと素材(床・壁・天井・戸・窓)の特徴がわかる。

商業施設の平・立・断面図、展開図、天井伏図、建具詳細図の描き方がわかる。

ｲﾝﾃﾘ模型の製作方法(敷地模型、ｲﾝﾃﾘｱ模型、詳細模型)がわかる。

ｲﾝﾃﾘ模型の表現方法(ﾘｱﾙ表現、ｺﾝｾﾌﾟﾁｬﾙ表現)がわかる。

公式を使い様々な断面形状の断面二次ﾓｰﾒﾝﾄの算出ができる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務に携わり、インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝにおいて設計内容は分かりやすくｸﾗｲｱﾝﾄにﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝされる必要性があります。ｸﾞﾙｰﾌﾟ・個人で計画し
た設計内容を、図面・模型など様々な表現手法を用いてﾋﾞｼﾞｭｱﾙ表現します。

単純梁におけるN図・Q図・M図における最大値や最小値の値を求めることができる。

ﾗｰﾒﾝ構造での荷重の掛かり方を理解し反力を求め、応力図を描くことができる。

構造材料の力学的性質（変形、応力度、歪度）を理解し、各種材料の特徴がわかる。

断面一次ﾓｰﾒﾝﾄ何か、どのような場合に用いるのかがわかる。

公式を使い断面一次ﾓｰﾒﾝﾄの算出および図心の算出ができる。

断面二次ﾓｰﾒﾝﾄ何か、どのような場合に用いるのかがわかる。

必要性：構造力学は建築物に建設時の、人の「生命」や「財産」を守るとても重要な確認ﾂｰﾙです。ｲﾝﾃﾘｱにおいてもﾘﾌｫｰﾑ時の
柱・梁の必要性の検討や、家具・装飾を取り付ける際の荷重計算などの検討に必要不可欠です。

学習内容：複数の部材が組み合わさるﾗｰﾒﾝ構造での応力を求めることと、構造材料の力学的性質を知り、断面一次ﾓｰﾒﾝﾄや断面
二次ﾓｰﾒﾝﾄという係数を学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

各種荷重の種類（集中荷重・等分布荷重・等変分布荷重・ﾓｰﾒﾝﾄ荷重）がわかる。

各種条件を整理して、反力を正確に求めることができる。

単純梁におけるN（軸方向力）図・Q（せん断力）図・M（曲げﾓｰﾒﾝﾄ力）図を正確に描くことができる。

特殊建築物に必要な防火規定を防火、準防火地域内の規模による集団規定と用途別の単体規定から検索できる。

防火区画の種類と概要、必要な構造方法を知り、内装制限が必要な建築物と制限内容を法令集から検索できる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

設計事務所での建築物の企画・設計業務・インテリアコーディネート全般の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

避難経路に関しての単体規定を知り、直通階段までに必要な歩行距離や直通階段を平面図に計画できる。

2方向避難の意味と2以上の直通階段の設置基準を知り、2つの避難経路における重複距離の計算ができる。

避難階に於ける出入口までの必要最低歩行距離を知り、屋内、屋外避難階段・特別避難階段の構造がわかる。

主要構造部・延焼の恐れのある部分の定義を知り、耐火・準耐火構造と耐火・準耐火建築物の関係性がわかる。

防火設備と特定防火設備の種類と必要な性能知り、不燃・準不燃・難燃材料の不燃性能の違いが区別できる。

防火・準防火地域制限の違いを知り、法22条区域における木造建築に必要な防火性能と防火構造がわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：建築基準法は建築物の敷地、構造、設備及び用途についての最低基準を定めたものであり、国民の生命、健康、財産
の保護を図り、公共の福祉の増進に役立つことを目的とした設計者には取得不可欠な法律です。

学習内容：建築法規Ⅰに引き続き、建築基準法の概要を把握、理解し、住宅設計に必要な建築基準法の法令文を法令集から正
確に引用、行使できる方法を解説、学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

居室の定義と必要な天井・床高さがわかり、居室の採光、換気に関する必要開口部面積が計算できる。

階段各部の名称と必要寸法、踊り場と手摺の必要設置寸法を知り、片側・両側居室での必要な廊下幅がわかる。



インテリア科2年5期シラバス

No 3055205 科目コード 2031102

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 5

教科名 建築造形実習

科目名 建築造形実習4 01）

単位 1 02）

履修時間 45 03）

回数 23 04）

必修・選択 必修選択 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 実習 07）

作成者 朝山 隆 08）

教科書 サブテキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ⑤

備考

No 3055206 科目コード 2031302

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 5

教科名 建築設計製図

科目名 建築設計製図16 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 実習 07）

作成者 大室　浩明 08）

教科書 2級建築士試験設計製図テキスト 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ③

備考

No 3035207 科目コード 2040802

系 建築・インテリア系

科 305.インテリア科

年度 2024年度

学年 2年次

期 5

教科名 リアルジョブプロジェクト

科目名 リアルジョブプロジェクト8 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必修 05）

省庁分類 - 06）

授業形態 実習 07）

作成者 白井雅哲 08）

教科書 - 09）

確認者 髙山寿一郎 10）

最終確認者 井坂　昭司

実務教員 〇

該当DP -

備考

成果発表を終え、問題点・不足点・今後の課題等を整理・報告することができる。

評価方法

①授業評価は「学習評価ルーブリック表」を用いて授業ごとに実施する。
②履修判定評価は「履修判定評価ルーブリック表」を用いて期末に実施する。
③個々の学生の成長を「学生成長評価ルーブリック表およびレーダーチャート」を用いて記録する。

設計事務所にて建築物の企画・設計業務を経験。企画業務でのプロジェクトマネージメント経験を活かし科目を担当。

成果報告に向け、問題の発見から解決までに作成してきた資料を整理することができる。

成果報告に向け、資料に基づき、問題解決に取り組む意義、方法、成果等を報告書にまとめることができる。

成果発表に際し、筋道立ったわかりやすいプレゼンテーション資料を作成することができる。

成果発表に際し、聴衆を引き付けるプレゼンテーションを行うことができる。

問題解決に向け、修正した計画を実行することができる。

問題解決に向け、工程および予算を管理することができる。

問題解決に向け、計画の進捗状況を把握・記録することができる。

問題解決に向け、最後まで仲間と協力して行動することができる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：将来、実務において仕事を進めていくためには、専門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コミュニケー
ション能力などの「社会性（社会で活躍する力）」を身につけていることが重要です。

学習内容：５期においては、問題解決に向け解決策の実施に取り組むとともに、年度末に開催される学習成果報告会に向け、
報告書および発表資料の取り纏めを行います。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

問題解決に向け、問題点を発見し必要に応じて計画を修正することができる。

ｽﾊﾟﾝ割に基づいた二級建築士に対応した小規模公共建築のﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ方法がわかる。

RCﾗｰﾒﾝ構造の基本（柱の大きさ、壁厚、ｽﾊﾟﾝ）に基づいた平面図S=1/100が製図できる。

RCﾗｰﾒﾝ構造の矩形図に基づいた断面図と立面図（S=1/100）が製図できる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験（筆記・提出課題）により、100点満点中60点以上を合格とする。

住宅メーカーの設計部でのデザイン・設計業務・インテリア全般の知識を活かし科目を担当。

木造在来工法による住宅平面図S=1/100（確認申請レベル）が製図できる。

上記において、通し柱、柱、筋交をﾊﾞﾗﾝｽよく配置でき、木造住宅の基本構造がわかる。

木造の矩形図から軒高、床高、窓高、屋根勾配等を考慮しながら断面図と立面図（S=1/100）が製図できる。

小規模な公共建築（300㎡以下）の基本的な動線計画や建築計画がわかる。

RCﾗｰﾒﾝ構造の基本（地中梁、独立基礎、大梁、ｽﾗﾌﾞ、壁厚等）とその寸法がわかる。

RCﾗｰﾒﾝ構造の基本に基づき、矩形図S=1/20が製図できる。

家具のデザイン事務所での家具設計の業務に携わり、家具の歴史、家具製作、木質材料の知識を活かし科目を担当。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性:二級建築士試験設計製図編に対応します。卒業後の二級建築士受験の為の、受験対策予備講座なります。ｲﾝﾃﾘｱを志す
者にとっても住宅や公共施設のﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ及び、製図技術は必要不可欠となります。

学習内容：住宅及びＲＣ小規模公共施設のﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞについてはその設計のﾎﾟｲﾝﾄを学ぶにとどまり、主に木造在来工法、ＲＣﾗｰ
ﾒﾝ構造の基本を理解するための作図実習（平面・断面・立面・矩形図）が学習の中心となります。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

二級建築士試験の概要（ｽｹｼﾞｭｰﾙ、試験内容等）、特に製図編については最近の出題傾向がわかる。

小さな模型が原寸大になって、ﾎﾞﾘｭｰﾑ感など、その差異を知ることができる。

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの発表によって、何を伝えるべきかがわかる。

同級生が違うﾃﾞｻﾞｲﾝの家具を制作しているのを見て、自分の制作の進捗状況を把握することができる。

座り心地や使い勝手が現物によって体感できる。

評価方法

期末に実施される履修判定試験において、60点以上（100点満点中）をもって合格とする。

木工機械の使い方がわかる。

手工具の使い方がわかる。

平面的な設計図からだんだん立体になっていくことで、頭の中での立体造形が養われるのがわかる。

家具製作全般の製作工程（手順）がわかる。

家具図面の読み取り方がわかる。

椅子の強度の問題点が現物によってわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：ｲﾝﾃﾘｱ業務に於いては空間の理解だけでなく、家具や照明などのｴﾚﾒﾝﾄの理解も必要不可欠です。自らﾃﾞｻﾞｲﾝした家具
を制作するために、1年次で得た家具製作の製作知識をより深める必要性があります。

学習内容：4期の家具ﾃﾞｻﾞｲﾝを基に、材料の木取りや製材、ﾊﾟｰﾂ加工、研摩、接着、組み立て、塗装、ﾌﾟﾚｾﾞﾝボード作成、講評
発表まで行います。製作の指導は基本的に個別に行い、二人の講師によって工具の使い方を学びます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目


